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プロジェクト位置図 

 

 

 

（出所）SEGRANOS プロジェクトチーム。 
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写真 

供与されたトラクター（ETIG Sur del Jíbaro） 

 

種子生産の圃場（ETIG Sur del Jíbaro） 

普及協力農家の緑肥栽培用の作物の圃場 

（Ciego de Avilla 県） 

 

供与されたバイクと ETIG 普及員 

（ETIG Sur del Jíbaro） 

生産量等の状況を共有する SNS 

 

普及協力農家へのインタビュー 

（Ciego de Avilla 県） 
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OJT On-the-Job-Training オン・ザ・ジョブ・トレーニング 
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PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・マトリクス 

PO Plan of Operation  活動計画表 

R/D Record of Discussions 協議議事録 

SNS Social Networking Service ソーシャル・ネットワーキング・サービ

ス 

USB Universal Serial Bus ユニバーサル・シリアル・バス 

VPN Virtual Private Network 仮想プライベートネットワーク 
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終了時評価結果要約表（和文） 

１. 案件の概要 

国名：キューバ共和国 案件名：基礎穀物のための農業普及システム強化プ

ロジェクト 

分野：農業開発 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：経済開発部農業・農村開発第一

グループ 

協力金額（評価時点）：7.6 億円 

 

 

協力期間 

(R/D): 2016 年 9 月 20 日 先方関係機関：基礎穀物研究所 

5 年間（2021 年 11 月に 6 か月間

の延長が決定） 

日本側協力機関：株式会社コーエイリサーチ＆コン

サルティング 

他の関連協力：  

１-１ 協力の背景と概要 

キューバは食料消費量の 70％程度1を輸入に依存しており、食料輸入額は輸入額全体の 14.7％

2を占めている。キューバ政府は食料安全保障の観点から、これら食料輸入量の減少をめざし、国

内の食料、特に基礎穀物の生産を強化するために、様々な施策を実施してきた。 具体的には、農

業生産の効率性や生産性を向上させるため、これまで続いてきた集団による大規模農業生産から、

個人農家や共同組合単位による比較的小規模の生産に徐々に移行させてきている。さらに、同政

府は、未利用農 地を新規就農者に対して無償で貸与することを許可する等、新規就農者数の増大

を図ってきた。しかしながら、こうした施策にもかかわらず、キューバ政府が期待する穀物の増

産には未だ結びついていない。これは、新規就農者を含めた個人農家数が増加する一方で、これ

まで国営農場を主な農業生産の場としてきたキューバにおいてこれら個々の農家へ適切な農業技

術を普及する体制整備が進まなかったためであると考えられている。このような背景から、キュ

ーバ政府は、穀物の増産を通じた食料の輸入量の低減を図るために、農業普及システムの強化に

よる個人農家の栽培技術の向上を目的とする技術支援を日本政府に対して要請した。 

 

１-２ 協力内容 

本プロジェクトは、農業省、農業公社グループ（GAG）、穀物研究所（IIGRANOS）を先方実施機

関として、8 県（ピナール・デル・リオ県、マタンサス県、シエンフエゴス県、ビジャクララ県、

サンクティ・スピリトゥス県、シエゴデアビラ県、カマグエイ 県、グランマ県）及び青年の島特

別自治区において、IIGRANOS の普及員（本部・県普及員（ETIG 普及員））、 GAG 普及員（県・郡レ

ベル）及びリーダー農家への支援を実施中である。これらの農業普及関係者の普及能力強化、普

及ツール・教材の整備及び普及人材育成のしくみを検討することにより、基礎穀物生産農家に対

 
1 キューバ国家統計局。Anuario Estadístico de Cuba 2014, Capítulo 8: Sector Externo, Edición 2015 より、

コメ、コムギ、トウモロコシについて 2014 年値で試算。 
2 キューバ国家統計局。Anuario Estadístico de Cuba 2014, Capítulo 8: Sector Externo, Edición 2015 より、

2014 年値で試算。 
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する農業普及体制の強化を図っている。 

 

（１）上位目標 

コメ・穀物栽培農家に対する農業普及サービスが改善される。 

（２）プロジェクト目標 

コメ・穀物生産農家に対する農業普及体制が強化される。 

※本プロジェクトにおける「農業普及体制」とは、戦略・計画立案・運営管理・実施・モニタ

リング・評価を体系的に行う体制を示す 

（３）成果 

1. IIGRANOS 職員、ETIG の普及員、公社普及員、並びに普及協力農家の農業普及企画・管理

能力と普及実施能力が強化される。 

2. 農業普及実施のためのツール・教材が整備される。 

3. 普及人材育成の仕組みが作成・実証される。 

 

（４）投入（評価時点） 

日本側： 総投入額 7.6 億円 

長期専門派遣 1 人、短期専門家派遣 8 人、短期専門家（国内業務のみ）3 人、研修員受入（本

邦）29 人、研修員受入（第三国）13 人、機材供与（車両、バイク、農業機材、VPN 接続機材、

PC、オフィス機器等）、ローカルコスト負担 

キューバ側： 

カウンターパート配置 12 人、土地・施設提供、ローカルコスト負担 

２. 評価調査団の概要 

調査者 団長： 大島歩 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グループ 次長 

農業普及／FVC： 溝辺哲男 日本大学生物資源科学部 非常勤講師 

協力企画： 市川陽子 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グループ第三チーム 

評価分析： 野口純子 一般財団法人国際開発機構主任研究員 

通訳： 八木優子 フリーランス 

評価分析： Almenares Garlobo, Guillermo 熱帯果樹研究所 所長 

調査期間  2022 年 6 月 26 日〜2022 年 7 月 8 日 評価種類：終了時評価 

３.評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

３－１－１ プロジェクト目標の達成度（概ね達成） 

プロジェクト期間中、普及サービスのサイクル（計画－実施－評価－フィードバック）が繰り

返され、普及員の能力向上が行われた。5 ヵ年計画の更新は遅れているが、農家までの農業普及

サービスが新たに導入された。 

 指標 達成状況 
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1.  農業普及にかかる指針、方

針、普及活動計画等が継続

的に活用されている 

⚫ 「農業普及システム強化計画」として、2017 年に 5 か年

（2017 年～2021 年）が策定された。次期 5 か年計画はド

ラフト中であり、2022 年 7 月中に完成予定となっている。 

⚫ 5 か年計画に基づき、IIGRANOS と各 ETIG 普及員は、年間

業務計画を策定している。普及員はその計画に基づき活

動を実施している。 

2.  構築された普及人材育成

の仕組みに準じた人材育

成研修の実施数・頻度（年

間 3 種以上） 

⚫ ETIG 普及員対象の研修は、2018 年、2019 年、2020 年、

2022 年に IIGRANOS と ETIG によって実施された。2021 年

の研修は COVID-19 の感染拡大のため中止された。 

⚫ 公社普及員対象の研修は、2019 年に各県で実施された。 

⚫ 普及協力農家対象の研修は、2017 年、2018 年、2019 年、

2020 年、2021 年に普及協力農家会合により実施された。 

 

３－１－２ 成果 1 の達成度 

（１）成果 1（概ね達成） 

設定された指標は「達成」または「概ね達成」されている。農業普及システムには、システム

を管理する人材（指標 1-1）、普及サービスの PDCA（指標 1-2）、このシステムの鍵ともいえる普

及協力農家の配置（指標 1-4）、研究との連携（指標 1-6）、他の研究機関との連携（指標 1-7）、

ETIG 普及員の人事考課（指標 1-8）に関するものが含まれており、これらが強化された。なお、

システムに関する試行結果や成功事例は組織的に管理される必要がある（指標 1-3、1-5、1-7）。 

 指標 達成状況 

1.  本邦研修を受講・修了した

参数 

⚫ 2017 年、2019 年の日本での本邦研修には、合計 29 名の

ETIG 普及員と普及関連人材が参加した。 

⚫ 本邦研修に代えて、2022 年 2 月以降、毎月平均 30 名の

ETIG 普及員と公社普及員を対象に国内研修（ウェビナー、

オンライン演習）が実施された。また、第三国研修とし

て、ペルーでの研修 2 名 ホンジュラスでの研修 3 名が参

加し、2022 年 7 月のメキシコでの研修には、さらに 8 名

が参加する予定となっている。 

2.  IIGranos（本部・ETIG）に

おいて農業普及の実施に

かかる指針、農業普及活動

計画が作成・実施され、

PDCA サイクルにのって見

直される。 

⚫ 「農業普及システム強化計画」として、2017 年に 5 カ年

計画（2017 年～2021 年）が策定された。2022 年の計画改

定は見送られ、次期 5 カ年計画（2023-2027）の策定が進

められている。 

⚫ 5 カ年計画（2017 年～2021 年）に基づき、2018 年に

IIGRANOS の年間業務計画が策定され、2019 年以降は

IIGRANOS の年間計画に組み込まれている。 

⚫ 各 ETIG 普及員は年間業務計画を策定し、毎月 IIGRANOS

本部に報告している。また、ETIG 普及員は、毎年行われ

る研修（認定研修）で前年の活動内容を報告し、IIGRANOS

の県調整官からフィードバックを受けている。 

⚫ プロジェクトの経験をもとに「農業普及指針（案）」が策

定された。2020 年に農業省に正式に受理された。 
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3.  対象県毎に構築された普及

実施体制と同体制下で実施

された活動と成果の好事例

（各県 3 事例以上） 

⚫ 普及活動の成功事例について ETIG普及員から報告されて

いるが、県ごとに整理された形で情報が収集・整理されて

いない。 

4.  IIGranosと協力同意書を交

わした普及協力農家の数・

データベース（300 以上） 

⚫ 2022 年 7 月現在、425 名の普及協力農家が IIGRANOS と同

意書を交わしている。普及協力農家の位置情報、基本情報

はデータベースで管理されている。 

5.  目的別デモ圃場の数・リス

ト及び活動成果の好事例

（各県 3 事例以上） 

⚫ 各県からデモ圃場における活動の成功事例が 1～3件、SNS

を通じて共有されている。 

⚫ デモ圃場のリストが作成された。 

6.  農業普及・試験研究の連携

が体系化される 

⚫ 農業普及と試験研究の連携のコンセプトが策定された。 

⚫ IIGRANOS は 3 か月に一度「農業普及ニュースレター」を

発行しており、この中で普及現場から試験研究へ、試験研

究から現場への情報共有が行われている。 

7.  他農業系研究機関との連携

試行の実績（3 事例以上） 

⚫ 2018 年にサトウキビ研究所と普及活動の経験を共有し

た。 

⚫ 2019 年に牧草・飼料研究所の技術者とプロジェクトの活

動、農業普及システム、普及員の役割について共有した。 

⚫ 2019 年に豚肉研究所、蜂蜜研究所と本プロジェクトの農

業普及の経験を共有した。 

8.  普及員の人事考課結果 ⚫ 2019 年に普及員の業績評価の概要を見直し、IIGRANOS は

2020 年から人事考課結果が給与査定に考慮される試行を

開始した。 

 

（２）成果 2（達成） 

設定された指標はいずれも「達成」された。別添 6 のとおり、農業普及サービスのための各種

教材が開発され（指標 2-1）、農業機材が研修や普及活動に活用されている（指標 2-2）。 

 指標 達成状況 

1.  普及マニュアルおよびそ

の他普及教材が新規作成・

改訂される（IIGranos 本部

及び各試験場にて年間各 5

種以上） 

⚫ 普及活動用のマニュアルや資料が毎年作成された。 

① 2018 年はポスター教材、リーフレット、カレンダー教材

を 23 種。 

② 2019 年はポスター教材、リーフレット、カレンダー教材

を 14 種。 

③ 2020 年はポスター教材、栽培マニュアルを 13 種。 

④ 2021 年はポスター教材、栽培マニュアル、穀物品種カタ

ログ、パンフレット教材、カレンダー教材、動画教材を

20 種。 

⚫ 普及員ガイドブック 1 種（計画どおり）。 

2.  供与されたツール（車輌・

研修関連機材等）が農業普

⚫ 農業機械（車両、バイク、各種農機、コピー機等）が

IIGRANOS 本部と各 ETIG に設置された。研修や ETIG での
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及強化にかかる関係部局

に適宜配置され、農業普及

活動に活用されている 

デモ圃場の整備に活用されている。 

 

 

（３）成果 3（達成） 

設定された指標はいずれも「達成」された。普及員の人材育成の計画、教材、業績評価システ

ムの試行案が策定され（指標 3-1、3-2、3-3、3-5）、それに基づいて普及関連人材の研修が行われ

た（指標 3-4）。 

 指標 達成状況 

1.  構築された普及人材育成

の研修体系 

⚫ 構築された研修体系は、ETIG 普及員や公社普及員に対す

る研修の経験をもとに開発され、「農業普及システム強化

計画」の次期 5 か年計画（案）に組み込まれている。 

2.  作成された普及人材育成

にかかる教材 

⚫ 普及員ハンドブックは 2022 年に作成された。 

3.  作成された普及人材育成

の中長期計画 

⚫ 「普及人材育成の中期計画」は「農業普及システム強化計

画」の次期 5 か年計画（案）に組み込まれている。 

4.  教育・訓練を受けた普及関

係者の数（120 名） 

⚫ 2018 年から 2022 年にかけて、延べ 122 名の ETIG 普及員

が研修を受けた。 

⚫ 2019 年に延べ 241 名の公社普及員が県レベルの研修を受

けた。 

5.  構築された普及人材の評

価システム 

⚫ 2019 年に ETIG 普及員の業績評価を見直し、IIGRANOS は

2020 年から給与査定に反映させる試行を開始した。「普及

人材育成の中期計画」の一部となる予定である。 

 

３－２ 実施プロセス 

以下はプロジェクトの実施プロセスのうち、活動実施の促進要因となったものである。 

⚫ プロジェクトに対するキューバ側コミットメント（IIGRANOS による農業普及サービスの全

国展開のための取組み） 

⚫ プロジェクト運営（COVID-19 流行への対応） 

 

３－３ 評価結果の要約 

（１）妥当性（高い） 

⚫ 本プロジェクトは、農民の生産を支援する農業普及システムの強化を目的としており、事

業期間中においてキューバの開発政策「2030 年までの国家経済社会開発計画：国家ビジョ

ン、戦略経済軸・セクターに関する提案」、「共産党と革命の経済社会政策指針」（2011 年）、

「社会経済政策の方向性」（2016 年～2021 年）（2021 年～2025 年）に合致している。 
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⚫ キューバ政府は、国営農場を中心とした大規模な集団農業生産から、個人農家や協同組合

による比較的小規模な生産へと移行させ、新規就農者の増加にも努めている。本プロジェ

クトは、このような個人農家に対して適切な農業技術を普及させるという開発ニーズに合

致している。 

⚫ 本プロジェクトでは、COVID-19 の感染拡大への対応として、オンライン研修の強化、本邦

研修から第三国研修への変更など、事業アプローチを変更してきた。これらの対応は、当

初計画より若干の時間を要したものの、ほぼ当初の計画どおりに成果を生み、プロジェク

ト目標の達成に貢献したことから、適切なものであったといえる。 

 

（２）整合性（高い） 

⚫ 「対キューバ共和国国別援助方針」（2014 年 4 月）では、「農業開発」が重点分野の一つと

して設定され、食料自給率向上のための農業生産の拡大が目標とされた。「農業開発」は、

後継の「対キューバ共和国国別開発協力方針」（2018 年 9 月）でも重点分野の一つとなっ

ており、コメを含む多様な食糧の生産性向上が目指されていることから、本プロジェクト

は日本の援助政策と合致している。 

⚫ JICA は、2003 年からキューバの稲作を支援しており、本プロジェクトを含む 4 つの技術協

力プロジェクトと無償資金協力事業を実施してきた。本事業は、先行案件「中部地域 5 県

における米証明種子の生産にかかる技術普及プロジェクト」（2012 年～2016 年）の成果を

踏まえて計画されたものある。また、無償資金協力事業「稲種子生産技術向上のための農

業機械整備計画」（2017 年）等とともに、JICA キューバの協力プログラム「食料増産プロ

グラム」に位置づけられている。 

⚫ 本プロジェクトでは、穀物生産のバリューチェーンを支援する他パートナーによる事業と

早い段階から協働を模索し、協議を開始した。本プロジェクトとこれらの開発パートナー

は、活動地域や対象作物に共通点があり、増産や農家支援という共通の目標を持っていた。

まず、本プロジェクトが開発した普及システムは、米の増産を目指すベトナム政府の事業

とも共有された。両プロジェクトは対象県を一部共有しており、IIGRANOS は相乗効果を生

むため、公社に配置された事業コーディネーターにコメ生産技術に関する研修を実施して

いる。また、国際農業開発基金の「東部地域における農村共同組合強化プロジェクト」（2013

年～2021 年）のトウモロコシ栽培技術研修に、本プロジェクトで研修を受けた ETIG 普及

員が招かれ、講義を行った例もある。 

 

（３）有効性（比較的高い） 

⚫ 農業普及体制の強化というプロジェクト目標は概ね達成された。 

⚫ 本プロジェクト開始以前は、正式な普及システムはなく、普及協力農家という役割もなか

った。プロジェクトの活動を通じて、普及サービスを推進するための制度や人材が強化さ

れた（成果 1）。また、研修や普及サービスに必要なマニュアルやその他の資料が開発され

（成果 2）、一連の能力強化活動を通じて、農業普及のための人材育成システムが導入され
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た（成果 3）。これらの 3 つの成果（人的、物的、制度的枠組み）は、農家の農業情報・技

術の伝達に不可欠な要素であり、プロジェクト目標の達成に貢献したと考えることができ

る。 

 

（４）効率性（比較的高い） 

⚫ 成果は達成または概ね達成された。 

⚫ 日本側の投入はほぼ計画どおりであったが、一部遅延や変更があった。まず、デモ圃場整

備のための農業機械の一部が 1～2 年遅れで供与となったために、普及のためのデモ作業

の開始が遅れた。次に、VPN 接続のための機器やコンピューター等が、キューバ独渡独の

調達上の複雑な要因から遅延した。これについてはオンライン研修やウェビナーは通常の

インターネット接続で実施されているため、研修活動には直接の影響はなかった。その他、

COVID-19 流行の影響を受けて、3 年目以降の本邦研修が中止となり、国内研修及び第三国

研修に代替された。また JICA 専門家の派遣が一定期間停止されたが、遠隔作業により活動

は継続した。 

⚫ IIGRANOS からは C/P 職員がほぼ専任で配置された。県レベルでは、ETIG 普及員と公社普及

員が一緒に農家を訪問し、同じ車両で移動して交通費を節約するなど、リソースが効率的

に活用された。一点、研修棟の建設が遅れ、プロジェクト期間中に完成しなかった。 

⚫ COVID-19 流行の影響を受けて一部活動が遅延したため、プロジェクト期間が 6 か月間延長

された。 

 

（５）インパクト（期待される） 

⚫ 農業普及サービスの改善という上位目標の達成見込みを厳密に検証するのは終了時評価時

点では時期尚早である。しかしながら、今後、農業普及システムが維持されれば、達成が

期待できる。すでに一部の農家の品種、施肥、生物由来の肥料、移植、再生についての技

術を適用している。また、農家の姿勢にいくつかの正の変化があったことも確認された。 

⚫ その他の正のインパクトとして、第一に、プロジェクトが作成した「農業普及指針」が農

業省の承認を得て、省令化のプロセスが進められている。第二に、キューバ側 C/P の情報

通信技術（ICT）のスキルが向上した。プロジェクトでの OJT により、モニタリングシート、

研修教材、ニュースレターなど多くの文書がデジタルで作成・編集され、普及協力農家の

データが、google my map のアプリケーションを使用して管理されるまでとなった。第三

に、IIGRANOS の自発的な活動により、本プロジェクトで構築した普及システムが他県にも

導入され、サービスが提供されている。第四に、全国会合での意見交換や SNS を通じて普

及協力農家のネットワークが拡大した。 

⚫ 負のインパクトは生じていない。 

 

（６）持続性（比較的高い） 

⚫ 「社会経済政策戦略」（2021 年～2025 年）では、農業分野の新たな課題として農業保険と
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栄養が挙げられ、そのうち農業普及サービスを通じて農民に情報を普及させることが必要

である。「農業普及指針」が省令として制定されれば、農業普及サービスに従事する人材の

育成、普及と試験研究の連携強化、本プロジェクトで構築された普及システムの維持とい

った面で、農業普及サービスが支援されることにつながる。 

⚫ 普及システムの主要なアクターとして、ETIG 普及員、公社普及員、普及協力農家の役割が、

国及び県レベルで明確になっている。ETIG 普及員の人数が十分でない代わりに、普及協力

農家の数が増加している。普及システムのベースとなる最初の 5 か年計画（2017 年～2022

年）がまだ更新されておらず、ドラフト中である。IIGRANOS は、ETIG 普及員、公社普及員、

普及協力農家の研修計画を作成している。また、VPN 接続用機器を備えたオンライン研修

のインフラはプロジェクト終了後すぐに整備される予定である。 

⚫ 普及計画の作成、実施、レビュー、フィードバックを、プロジェクト期間中に繰り返し行

っており、研修・普及用の資料作成も IIGRANOS が中心となって行ってきたように、IIGRANOS

は、普及システムを運用していくための技術を十分に有していると判断される。IIGRANOS

の研究員は穀物の栽培技術に特化しており、彼らが精通していないテーマを補完するため

には国内および海外の研究機関から協力が得られる。VPN 接続については、IIGRANOS には

IT 専門家がいる。 

⚫ IIGRANOS によると、普及システム実施のための予算は確保される予定である。2023 年の優

先事業には、普及関連人材の研修、教本の改訂が含まれている。これらの予算は、基本的

にプロジェクト期間中に支出されていたものであることから、計画された予算はすべて承

認される可能性は非常に高い。県レベルでは、ETIG 普及員や公社普及員の交通費や通信費

は、それぞれが負担する。 

⚫ 環境・社会面でのリスクは確認されていない。 

 

３－４ 結論 

プロジェクトの成果とプロジェクト目標は、COVID-19 の感染拡大の影響を受けながらも概ね期

待どおりに達成された。即ち、体制構築、人材育成システム、研修・普及用教材の整備により、

農業普及サービスが確立された。農業投入財の入手可能性は外部要因であるが、普及システムが

維持されれば、上位目標にあるように、農家は普及される情報や技術を活用することが期待され

る。VPN 機材の設置や普及と試験研究の連携の導入が遅れたことのみ懸念される。 

 

３－５ 提言 

 調査結果に基づき、キューバ政府に以下が提言された。 

⚫ IIGRANOS は 2022 年 12 月までに上位目標の指標を改訂する。 

① 各県でコメ、トウモロコシ、フリホールの生産性（t/ha）が 2021 年より改善する。 

② 農業普及の情報の種類が多様化し、農業経営といった栽培技術に特化したいトピックが

含まれる。 

③ 農業普及サービスに対する農家の満足度が向上する。 
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⚫ 本プロジェクトによって強化された普及システム（体制構築、普及関連人材の研修、教材

開発、普及と試験研究の連携等）を他の作物に波及させるため、農業省は農業普及に関す

る政策の省令化をできるだけ早期に完了させる。 

⚫ IIGRANOS は GAG 等の関連組織・部門と連携し、供与された調達機材の維持管理に必要な

スペアパーツ等の調達方法・手順を明確にし、調達予算（外貨）を確保する。 

⚫ 上位目標を達成するために、ETIG 普及員と公社普及員がより深く関わり、普及協力農家の

一般農家への普及活動を監督し、IIGRANOS に報告する。 

 

３－６ 教訓 

本終了時評価調査から以下に関する教訓が得られた。 

⚫ 効果的な普及制度であっても、普及サービスが最終受益者へ到達することは補償されるわけ

ではない。今後、同様の普及プロジェクトを計画する際には、普及協力農家のようなアクタ

ーから個々の農家へのサービスが到達する経路を確保する仕組みを取り入れることが重要で

ある。 

⚫ 普及システムの強化を目的とするプロジェクトを策定する際には、既存機関の機能を強化し

つつ、その活用とネットワーク化を図るとともに、プロジェクトの早い段階から上位機関の

承認とコミットメントを確保し、プロジェクトの成果の制度化・法制化を促進することが有

効である。 

⚫ 外貨規制や輸入制限等の特殊事情を有する国への機材供与に際しては、調達機材のアフター

サービスやスペアパーツの供給元へのアクセス、実施機関の保守体制や調達手続き等を十分

に確認することが肝要である。 



xvi 

 

終了時評価結果要約表（英文） 

1. Outline of the Project 

Country: Republic of Cuba Project Title: Project on Improvement of 

Agricultural Extension System for Grain Production 

in the Republic of Cuba 

Sector: Agriculture Development Aid Scheme: Technical Cooperation Project 

Department in Charge: Agricultural and 

Rural Development Group 1, Economic 

Development Department 

Cooperation Amount: 765 million yen 

Cooperation 

duration 

RD: September 20, 2016, 

5 years. Six months were 

extended in Nov, 2021. 

Counterpart Organizations: Research Institute of 

Basin Grains (IIGRANOS) 

Relevant Japanese Organizations: Koei 

Research and Consulting, Inc. 

Relevant Assistances:  

1-1 Background and the Outline of the Project 

Cuba relied on imports for about 70% 3  of its food consumption, and food imports 

accounted for 14.7% 4  of total imports. From the perspective of food security, the 

Government of Cuba has implemented various measures to reduce food imports and 

strengthen domestic food production, especially basic grains. Specifically, to improve the 

efficiency and productivity of agricultural production, the government has gradually shi fted 

from large-scale collective agricultural production to relatively small-scale production by 

individual farmers and cooperative units. Furthermore, the government has been trying to 

increase the number of new farmers by, for example, allowing unused farmland to be leased 

free of charge. However, despite these measures, the government has not yet been able to 

increase grain production as expected. This was probably because while the number of 

individual farmers, including new farmers, was increasing, there was not a system to 

disseminate appropriate agricultural technology to individual farmers, as state-run farms 

have been the main agricultural production sites. Under such circumstances, the 

Government of Cuba requested the Government of Japan to provide technical assistance 

to improve the cultivation techniques of individual farmers by strengthening the agricultural 

extension system to reduce food imports through increased grain production.  

 

1-2 Contents of Cooperation 

The project is implemented in 8 provinces (Piñar del Rio, Matanzas, Cienfuegos, Villa 

 
3 Oficina Nacional de Estadísticas e Informaciones. Anuario Estadístico de Cuba 2014, Capítulo 8: Sector 
Externo, Edición 2015. Caluculated with data of rice, wheet and corn of 2014. 
4 Oficina Nacional de Estadísticas e Informaciones. Anuario Estadístico de Cuba 2014, Capítulo 8: Sector 
Externo, Edición 2015. Caluculated with data of 2014. 
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Clara, Sancti Spíritus, Ciego de Avila, Camaguey, and Granma) and the Special 

Autonomous Region Isla de la Juventud with the Ministry of Agriculture, Group of 

Agricultural Corporations (GAG), and the Research Institute of Grain Research (IIGRANOS) 

as the implementing agencies. The support is provided to IIGRANOS (at the headquarters 

and provincial extension workers), GAG extension workers (at the provincial and county 

levels), and leader farmers. The project aims at improving the system for agricultural extension 

services for grain production by strengthening the capacity of these extension agencies and 

personnel, developing extension tools and materials, and examining mechanisms for 

training extension personnel. 

 

(1) Overall Goal 

The agricultural extension service for grain production is improved.  

(2) Project Purpose 

The system for agricultural extension service for grain production is improved.  

(3) Outputs 

1. Capacity building for staff of IIGranos, extension staff (hereinafter referred to as “Extension 

Officer”) at ETIG, and UCTB 5  in INCA 6  and leading farmers on planning, managing and 

implementing agricultural extension service will be promoted.  

2. Tools and educational materials for agricultural extension services will be developed.  

3. The system on human resource development for agricultural extension will be formulated and 

examined. 

(4) Inputs (As of the Terminal Evaluation) 

Japanese side: A total of 765 million yen 

Long-term expert (1), short-term experts (11), training in Japan (29), training in the third 

country (13), equipment (vehicles, motorbikes, agricultural equipment, VPN connection 

equipment, PC, office equipment, etc.), local operational expenses. 

Cuban side:  

Counterpart personnel (12), office space and facility, operation expenses.  

2. Evaluation Team 

Members of the 

Evaluation Team 

(Japanese side) 

Leader: Ms. Oshima Ayumu (Deputy Director General, Economic 

Development Department, JICA, JICA) 

Agricultural Extension/ FVC: Mr. Mizobe Tetsuo (Professor, College of 

Biological Resources Sciences, Nihon University) 

Evaluation Planning: Ms. Ichikawa Yoko (Program Officer, Team 3, 

Agricultural and Rural Development Group 1, Economic Development 

Department, JICA) 

Evaluation Analysis: Ms. Noguchi Junko (Senior Researcher, 

 
5 Unidad Científico Técnica de Base. 
6 Instituto Nacional de Ciencias Ágricolas. 
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Foundation for Advanced Studies on International Development) 

Interpreter: Ms. Yagi Yuko (Freelance) 

Evaluation Analysis: Almenares Garlobo, Guillermo (Director, Institute 

of Investigations of Tropical Fruits) 

Period of Evaluation June 26 to July 8, 2022 Type of Evaluation Terminal Evaluation 

3. Results of Evaluation 

3-1 Project Performance 

3-1-1 Achievement of the Project Purpose (Partially achieved) 

Cycles for extension service (plan-implementation-review-feedback) have been repeated, and 

capacity building was conducted for the extension personnel. The agricultural extension service as a 

system has been newly introduced to farmers, although the update of the Five-year Plan has been 

delayed. 

 Indicator Achievement 

3.  Policies, guidelines and 

plans on agricultural 

extension activities are 

being used on a continuous 

basis. 

⚫ As the “Plan for Strengthening of the Agricultural 

Extension System,” the Five-year Plan (2017-2021) was 

developed in 2017. The next Five-year Plan is in the 

process of updating within July 2022. 

⚫ Based on the Five-year Plan, IIGRANOS and each 

Extension Officer have developed the annual operational 

plan. The Extension Officers have carried out their 

activities based on the plan. 

4.  Number of events - 

frequency of trainings of 

human resources according 

to the mechanism of human 

resource development 

established (created) for 

agricultural extension (3 

events/year). 

⚫ Training for Extension Officers has been conducted by 

IIGRANOS and ETIGs in 2018, 2019, 2020, and 2022, 

while the one in 2021 was canceled due to Covid-19 

Pandemic.  

⚫ Training for the technical staff of EAIG was conducted in 

2019 at the provincial level.  

⚫ Training for Farmer Extensionists has been conducted in 

2017, 2018, 2019, 2020, and 2021 through the meetings. 

 

3-1-2 Achievement of the Outputs 

(1) Output 1 (Mostly achieved) 

The indicators were “achieved” or “mostly achieved.” The extension system introduced by the 

Project has included personnel who manage the system (Indicator 1-1), PDCA of extension services 

(Indicator 1-2), Farmer Extensionists as key extension agents (Indicator 1-4), linkage with the 

research (Indicator 1-6), collaboration with other research institutes (Indicator 1-7), and evaluation 

system of Extension Officers (Indicator 1-8). These components were strengthened. On the other 

hand, trial results and good practices need to be managed in an organized manner (Indicators 1-3, 1-
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5, and 1-7). 

 Indicators Achievement 

9.  Number of people trained 

in Japan (60prs). 

⚫ A total of 29 Extension Officers and related personnel 

participated in the training courses in Japan in 2017 and 

2019. 

⚫ Instead of training in Japan, in-country training (webinar 

and online exercises) started after February 2022 every 

month for 30 Extension Officers and technicians of ETIGs 

on average. Also, three participated in the third-country 

training, two in Peru and three in Honduras. Eight more 

will participate in the training in Mexico in July 2022.  

10.  Guidelines and activity 

plans for agricultural 

extension are developed, 

implemented and reviewed 

in IIGranos. 

⚫ As the “Plan for Strengthening of the Agricultural 

Extension System,” the Five-year Plan (2017-2021) was 

developed in 2017. The plan was not revised in 2022, and 

the next Five-year Plan (2023-2027) has been under 

formulation. 

⚫ Based on the Five-year plan, IIGRANOS developed the 

annual operational plan in 2018 and incorporated the plan 

into the annual plan of IIGRANOS after 2019. 

⚫ Each Extension Officer developed the annual work plan 

and reported it to IIGRANOS headquarters on monthly 

basis. The Extension Officers have also reported their 

activities of the previous year in the annual certification 

training and received feedback from the provincial 

coordinator of IIGRANOS. 

⚫ The “Policy for Agricultural Extension” was developed 

based on the Project experience and approved officially 

by the Ministry of Agriculture (hereinafter referred to as 

“MINAG”) in 2020.  

11.  The agricultural extension 

system/structure of each 

province is established, 

and the results of the 

activities (more than 3 

good examples for each 

province). 

⚫ Successful activities of the Farmer Extensionists have 

been reported by the Extension Officers, but the 

information has not been collected and organized 

uniformly by province. 

12.  List and number of Farmer 

Extensionists belonging to 

the agreement with 

IIGranos (more than 300). 

⚫ As of July 2022, a total of 425 Farmer Extensionists 

agreed with IIGRANOS and their information has been 

managed in the mapping database. 

13.  The list and number of 

demonstration plots are 

⚫ One to three good practices on the activities in the 

demonstration plots of each province have been shared 
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established (more than 3 

good practice per 

province). 

 

through Social Networking Service (hereinafter referred 

to as “SNS”). 

⚫ The list of the demonstration plots was developed. 

14.  Linkage between 

agricultural extension and 

research is systematized. 

⚫ The concept of the collaboration between agricultural 

extension and research was developed by 2021. 

⚫ The newsletter "Agricultural Extension Newsletter" has 

been published by IIGRANOS to share information from 

the field to research and from research results to the field 

every three months. 

15.  Results and examples of 

collaborative activities 

with other agricultural 

institutions (more than 5 

examples). 

⚫ The extension experience was shared with the Research 

Institute of Sugarcane in 2018.  

⚫ The Project’s activities, agricultural extension system, 

and the role of Extension Officers were shared with 

technicians of the Pasture and Forage Research Institute 

in 2019. 

⚫ The Project’s experience in agricultural extension was 

shared with the Pork Research Institute and the Honey 

Research Institute in 2019. 

16.  The performance 

evaluation of extension 

staff. 

⚫ The outline of the performance evaluation of Extension 

Officers was reviewed in 2019 and the trial of considering 

the performance for salary assessment was started in 

2020. 

 

(2) Output 2 (Achieved) 

The set indicators were “achieved.” Various materials for extension services were developed 

(Indicator 2-1), and agricultural equipment has been utilized for training and extension purposes 

(Indicator 2-2). 

 Indicators Achievement 

3.  Manuals and other 

materials for agricultural 

extension will be revised, 

updated and prepared 

(more than 5 varieties in 

each year at headquarters 

and IIGranos stations). 

⚫ Manuals and materials for extension activities were 

developed every year, as follows: 

- 23 posters, leaflets, and calendar in 2018. 

- 14 posters, leaflets calendar in 2019. 

- 13 posters and manuals in 2020. 

- 20 posters, manuals, catalogs, pamphlets, calendar 

materials, and videos in 2021. 

⚫ - 1 guidebook for Extension Officers in 2022 as planned.  

4.  Tools (machinery and 

equipment) supplied by the 

project are assigned to the 

⚫ Agricultural equipment (vehicles, motorbikes, 

agricultural machinery, photocopy machines, etc.) was 

installed at IIGRANOS headquarters and ETIGs and have 
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offices or departments 

related to agricultural 

extension and are 

adequately in use for 

agricultural extension 

activities. 

been utilized for training and preparation of 

demonstration plots at ETIGs. 

 

(3) Output 3 (Achieved) 

The set indicators were “achieved.” The concept, plan, and materials of the human resource 

development and performance evaluation system of the Extension Officers were developed 

(Indicators 3-1, 3-2, 3-3, and 3-5), and accordingly, technical staff was trained (Indicator 3-4). 

 Indicators Achievement 

6.  Creation of the training 

system for the formation of 

human resources for 

agricultural extension. 

⚫ The training system has been developed based on the 

experience of training for Extension Officers and EAIG 

technical staff and integrated into the next “Plan for 

Strengthening of the Agricultural Extension System.”  

7.  Training materials for the 

agricultural extension. 

⚫ The handbook for Extension Officers was developed in 

2022. 

8.  Mid- and long-term plans 

for the human resources 

development (training) of 

human resources. 

⚫ The “Mid- and Long-term Plan for Extension Personnel” 

was drafted to be integrated into the next “Plan for 

Strengthening of the Agricultural Extension System.” 

9.  Number of extension 

personnel who received 

training (120prs). 

⚫ A total of 122 Extension Officers were trained from 2018 

to 2022. 

⚫ A total of 241 technical staff of EAIG were trained at the 

department level in 2019. 

10.  Evaluation system 

(training) of human 

resources 

⚫ The outline of the performance evaluation of Extension 

Officers was reviewed in 2019 and the trial of reflecting 

the performance in salary assessment was started in 2020. 

It is part of the system for human development which 

would be integrated into the revised “Plan for 

Strengthening of the Agricultural Extension System.” 

 

3-2 Implementation Process 

The following are factors in the project process that facilitated the implementation of the 

activities. 

⚫ Cuban commitment to the project (efforts of IIGRANOS to develop agricultural extension 

services nationwide) 
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⚫ Project management (response to the COVID-19 pandemic) 

 

3-3 Summary of Evaluation Results 

(1) Relevance (High) 

⚫ The project which aimed at improving the agricultural extension system for farmers’ production 

has been consistent with the "National Economic and Social Development Plan until 2030: 

Proposals for the Nation's Vision, Strategic Economic Axes and Sectors," the “Economic and 

Social Policy Guidelines of the Communist Party and Revolution” (2011) and the 

"Socioeconomic Policy Direction” (2016-2021) (2021-2025). 

⚫ The government has shifted from large-scale collective agricultural production centered on 

state-owned farms to relatively small-scale production by individual farmers and cooperatives. 

In addition, efforts have been made to increase the number of new farmers. The project has been 

consistent with the development needs of extending appropriate agricultural technologies to 

such new farmers. 

⚫ The project has changed approaches to respond to the pandemic of COVID-19, such as 

strengthening online training and the change from training in Japan to third-country training. 

These responses have been appropriate, as they have led to the achievement of the Outputs and 

the Project Purpose mostly as originally expected. 

 

(2) Coherence (High) 

⚫ In the “Country Assistance Policy to the Republic of Cuba” (April 2014), "agricultural  

development" was set as one of the priority areas, and its goal was to expand agricultural 

production to improve food self-sufficiency. “Agricultural development” has been one of the 

priority areas in the succeeding “Country Assistance Policy to the Republic of Cuba” 

(September 2018). The project has been consistent with Japan’s assistance policy.  

⚫ JICA has supported rice production in Cuba since 2003, implementing four technical 

cooperation projects including this project and a grant aid project. The project was planned 

based on the results of the preceding “Project for Extension and Diffusion of Technologies for 

Certified Rice Seed Production in the Central Zone of Cuba (2012-206). The project has been 

positioned in the Cooperation Program “Increasing Food production” of JICA Cuba, together 

with the grant aid, “Project for Improvement of Agricultural Machinery Advances in Rice Seeds 

Production Techniques” (2017), and others. 

⚫ The Project started the discussion with other international cooperation projects which supported 

the grain production value chain early on to explore the collaboration. The Project and these 

partners had commonalities in the activity areas and target crops and shared common goals of 

increased production and farmer support. Firstly, the extension system developed by the Project 

has been shared with the cooperation of the Government of Vietnam which aims at increasing 

rice production. Since the two projects have shared some common target provinces, IIGRANOS 

provides training in rice production technology to the coordinators assigned to the state-owned 

companies to generate synergy effects. Another example is that the Extensionist trained by the 

Project was invited to give a lecture on technical training for corn production of the “Project of 

Rural Cooperative Development in the Eastern Region” (2013-2021) funded by the International 

Fund for Agricultural Development.  

 

(3) Effectiveness (Relatively high) 
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⚫ The Project Purpose which is to strengthen the agricultural extension system has been mostly 

achieved. 

⚫ Before the project, there was no officially established extension system or no position for Farmer 

Extensionists. The project’s efforts have strengthened the institutional and human capacity for 

promoting extension services (Output 1). Manuals and other informative materials necessary for 

training and extension services were developed (Output 2). Through a series of capacity-

building activities, the system for human resource development for the agricultural extension 

has been introduced (Output 3). As these Outputs (human, material, and institutional framework) 

are essential components of extending agricultural information to farmers, it can be considered 

that these Outputs have contributed to the achievement of the Project Purpose 

 

(4) Efficiency (Relatively high) 

⚫ Three Outputs have been achieved or mostly achieved. 

⚫ Most inputs from the Japanese side have been made mostly as planned. However, there were 

some delays and changes. First, the provision of some agricultural equipment to prepare the 

demonstration plots was delayed for one to two years, thus the demonstration work for the 

extension was delayed. Second, equipment and computers for VPN (Virtual Private Network) 

connection have been delayed due to the complexity of the procurement logistics, but this has 

not directly affected the training activities, as the online training or webinar has been somehow 

conducted with the usual internet connection. Third, the third and fourth training courses in 

Japan could not be implemented due to the pandemic of COVID-19, and these were converted 

to third-country training courses on the necessary topics after the pandemic subsided. Also, JICA 

experts’ dispatch was suspended because of the travel restrictions, but activities were carried 

out remotely. 

⚫ By IIGRANOS, counterpart members have been assigned as almost full-time members. 

Resources have been utilized efficiently, as the Extensionist of ETIG and the technical staff of 

EAIG have visited farmers together by traveling in the same vehicle to save the transport cost, 

for example. One delayed input is the construction of the training facility, which has not been 

completed yet. 

⚫ The project period was extended for six months because some activities were delayed due to the 

pandemic of COVID-19. 

 

(5) Impact (Expected) 

⚫ It is too early to strictly verify the prospect of achievement of the Overall Goal (improvement 

of the agricultural extension services) as of the time of terminal evaluation. However, if the 

agricultural extension system is sustained, it is expected that farmers will utilize the extended 

knowledge and techniques. The result of the extension network analysis shows that some 

farmers have already applied the learned technologies such as variety, fertilization, biological 

methods, transplanting, and regrowth. Also, some positive changes in the farmers’ attitude.  

⚫ Other positive impacts include, first, the "Policy for Agricultural Extension" prepared by 

the project has been approved by the Ministry of Agriculture and has been in the process 

of making it a ministerial decree. Second, the information and communication 

technology (ICT) skills of the Cuban counterpart members have improved. Through OJT 

during the project, they have become able to create and digitally edit many documents, 

such as monitoring sheets, training materials, and newsletters, and data on cooperating 
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extension farmers have been managed using the “google my map” application. Third, 

on the initiative of IIGRANOS, the extension system established by the project has been 

introduced and services are being provided in other provinces. Fourth, the network of 

Farmer Extensionists has expanded through the exchange of opinions at national 

meetings and through SNS. 

⚫ No negative impact has been reported. 

 

(6) Sustainability (Relatively high) 

⚫ The "Strategy of the Socioeconomic Policy (2021-2025)" identifies agricultural insurance and 

nutrition as new issues in the agricultural sector, of which the information should be diffused to 

farmers through the extension services. The “Policy for Agricultural Extension” is enacted as a 

ministerial decree, the agricultural extension service would be supported in terms of training the 

personnel engaged in extension services, strengthening the linkage between the extension and 

research, sustaining the extension structure developed by the project, etc. 

⚫ As key actors, the roles of the Extensionist of ETIG, technical staff of EAIG, and Farmer 

Extensionists were specified at the national and provincial levels. Instead of not having enough 

Extension Officers, the number of Farmer Extensionists is increasing. The first 5-year plan 

(2017-2022) has not been updated yet. IIGRANOS has the training plan for Extension Officers, 

technical staff of EAIG, and Farmer Extensionists. The online training infrastructure with 

equipment for VPN connection will be ready right after the project completion.  

⚫ IIGRANOS has got sufficient skills for operating the extension system, as they have planned, 

implemented, reviewed, and made feedback on the extension plan, by repeating the cycles 

during the project period. Also, they have revised or newly develop extension and training 

materials on their initiative. IIGRANOS’ investigators specialize in some grain cultivation 

techniques and can get cooperation from national and international organizations on topics they 

are not familiar with. For VPN connections, there are IT specialists at IIGRANOS. 

⚫ According to IIGRANOS, the budget for implementing the extension system would be secured. 

The priority activities for 2023 include training of the extension personnel and revision of the 

didactic materials. These budgets are basically what has been disbursed during the project 

period, and therefore it is very probable that all the planned budgets will be approved. At the 

provincial level, transport and communication costs of Extension Officers and EAIG extension 

personnel will be borne by ETIG or EAIG, respectively.  

⚫ No risk in the environmental and social aspects has been identified.  

 

3-4 Conclusion 

The Outputs and the Project Purpose have been mostly achieved as expected while affected by 

the pandemic of COVID-19. Specifically, the agricultural extension system has been established 

through the development of an institutional setting, training system, and materials for training and 

extension services. As the Overall Goal, farmers’ utilization of the extended information and 

technologies would be expected if the extension system is sustained, although the availability of 

agricultural inputs is an external factor. Concerns from the Terminal Evaluation Team are the delays 

in the installation of VPN-connection equipment and the introduction of the system of the "linkage 

of extension services and research." 
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3-5 Recommendations 

The following recommendations were drawn for the Government of Cuba based on the 

terminal evaluation. 

⚫ It is recommended to IIGRANOS to modify the indicators set in PDM by the end of 2022. 

(1) The productivity (t/ha) of rice, maize, and frijol is improved compared to that of 2021 in 

each province. 

(2) The types of agricultural extension information are diversified, including non-technical 

themes, such as farming management. 

(3) The farmers’ satisfaction with the extension service is improved. 

⚫ It is recommended to MINAG to complete the legalization process of the policy related to the 

agricultural extension as soon as possible and to diffuse the extension system enhanced by the 

Project, including the organization setting, training of extension personnel, material 

development, extension-research linkage, etc. to other crops. 

⚫ It is recommended that IIGRANOS coordinate with GAG or other relevant institutes or 

departments to clarify the necessary procurement methods and procedures as well as to secure 

the budget (foreign currency) for procurement 

⚫ To achieve the Overall Goal, it is recommended that Extension Officers of ETIG and the 

technical staff of EAIG be more involved and monitor the dissemination activities of Farmers 

Extensionists to farmers and report to IIGRANOS. 

 

3-7 Lessons Learnt 

The following lessons learned were drawn based on the terminal evaluation. 

⚫ The effective extension system does not necessarily ensure the outreach of extension services 

to the ultimate beneficiaries. When planning similar extension projects in the future, it is 

important to incorporate a mechanism to ensure the path of outreach from actors such as Farmer 

Extensionists to individual farmers. 

⚫ In formulating projects for strengthening the extension system, it is effective to tap and network 

the existing institutions while reinforcing their functions, and to ensure the acknowledgment 

and involvement of the higher authorities from an early stage of the Project to facilitate the 

institutionalization/legislation of the project output.  

⚫ When providing equipment in countries under particular circumstances, such as foreign 

currency restrictions or import restrictions, it is critical to thoroughly confirm access to suppliers 

for after-sales service and spare parts of the procured equipment, as well as the maintenance 

system and procurement procedures of the implementing agencies. 
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第 1 章 終了時評価調査の概要 

1-1 調査団派遣の背景 

 キューバは食料消費量の 70％程度7を輸入に依存しており、食料輸入額は輸入額全体の  

14.7％8を占めている。キューバ政府は食料安全保障の観点から、これら食料輸入量の減少

をめざし、国内の食料、特に基礎穀物9の生産を強化するために、様々な施策を実施してき

た。 具体的には、農業生産の効率性や生産性を向上させるため、これまで続いてきた国営

農場を中心とした集団による大規模農業生産から、個人農家や共同組合単位による比較的

小規模の生産に徐々に移行させてきている。さらに、同政府は、未利用農 地を新規就農者

に対して無償で貸与することを許可する等、新規就農者数の増大を図ってきた。しかしな

がら、こうした施策にもかかわらず、キューバ政府が期待する穀物の増産には未だ結びつ

いていない。これは、新規就農者を含めた個人農家数が増加する一方で、これまで国営農

場を主な農業生産の場としてきたキューバにおいてこれら個々の農家へ適切な農業技術

を普及する体制整備が進まなかったためであると考えられている。このような背景から、

キューバ政府は、穀物の増産を通じた食料の輸入量の低減を図るために、農業普及システ

ムの強化による個人農家の栽培技術の向上を目的とする技術支援を日本政府に対して要

請した。キューバ国基礎穀物のための農業普及システム強化プロジェクト（以下、「本プロ

ジェクト」という。）は、2017 年１月より 2022 年 7 月までの 5 年 6 か月間の予定で実施

されており、現在、４名の 専門家 総括／農業普及システム（普及企画・管理）、副総括／

普及人材育成、農業普及システム（普及実施促進）、モニタリング／普及人材育成 が従事

中である。 

本プロジェクトは、農業省、農業公社グループ（GAG）、穀物研究所（IIGRANOS）を先

方実施機関（C/P 機関）として、8 県（ピナール・デル・リオ県、マタンサス県、シエンフ

エゴス県、ビジャクララ県、サンクティ・スピリトゥス県、シエゴデアビラ県、カマグエ

イ 県、グランマ県）及び青年の島特別自治区において、IIGRANOS の普及員（本部・県普

及員）、 GAG 普及員（県・郡レベル）及びリーダー農家 4 への支援を実施中である。これ

らの農業普及関係者及び農業省、GAG、IIGRANOS の普及能力強化、普及ツール・教材の

整備及び普及人材育成のしくみを検討することにより、基礎穀物生産農家に対する農業普

及体制の強化を図っている。 

 

1-2 調査目的 

本終了時評価調査は、2022 年 7 月末の本プロジェクト終了を控え、プロジェクト活動の

実績、成果を評価、確認するとともに、今後の本プロジェクト活動に対する提言及び今後

 
7 キューバ国家統計局。Anuario Estadístico de Cuba 2014, Capítulo 8: Sector Externo, Edición 2015. コメ、コム

ギ、トウモロコシについて 2014 年値で試算。 
8 キューバ国家統計局。Anuario Estadístico de Cuba 2014, Capítulo 8: Sector Externo, Edición 2015. 2014 年値で

試算。 
9 農産業政策の指針（「党と革命の経済・社会政策指針」項目 193（2014 年 4 月））の一つとして、コメ、フ

リホーレス（インゲンマメ）、トウモロコシ、ダイズ等の生産強化を進めている。 
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の類似事業の実施にあたっての教訓等を導くことを目的として実施した。 

 

1-3 調査団の構成 

本終了時評価はキューバ側との合同評価により実施した。調査団構成は次のとおり。 

 

表 1-1 調査団構成 

担当 氏名 組織／役職 

大島 歩 団長 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グループ 次長 

溝辺 哲男 農 業 普 及 ／

FVC 

日本大学生物資源科学部 非常勤講師 

市川 陽子 協力企画 JICA 経済開発部農業・農村開発第一グループ第三チー

ム 

野口 純子 評価分析 一般財団法人国際開発機構 主任研究員 

八木 優子 通訳 フリーランス 

Almenares Garlobo, 

Guillermo 

評価分析 熱帯果樹研究所 所長 

 

1-4 調査日程 

国内作業を 2022 年 6 月中旬に開始し、現地調査を 2022 年 6 月 26 日から 7 月 8 日まで

の期間で実施した（別添 1）。評価結果を JCC で発表し、討議議事録（M/M）をキューバ側

と取り交した（別添 2、3）。現地調査終了後に和文報告書の作成を行った。 

 

1-5 プロジェクト概要 

本プロジェクトの概要は次のとおりである。 

 

表 1-3 プロジェクトの概要 

上位目標 コメ・穀物栽培農家に対する農業普及サービスが改善される。 

プロジェクト目標 コメ・穀物生産農家に対する農業普及体制*が強化される。 

成果 4. IIGRANOS 職員、ETIG の普及員、公社普及員、並びに普及協力農

家の農業普及企画・管理能力と普及実施能力が強化される。 

5. 農業普及実施のためのツール・教材が整備される。 

6. 普及人材育成の仕組みが作成・実証される。 

対象地域 8 県（ピナール・デル・リオ県、マタンサス県、シエンフエゴス県、ビ

ジャクララ県、サンクティ・スピリトゥス県、シエゴデアビラ県、カマ

グエイ県、グランマ県）および青年の島特別自治区 

※ 波及展開地域：アルテミサ県、マヤベケ県、オルギン県、ラストゥナ

ス県、サンチャゴデキューバ県、グアンタナモ県 

ターゲットグループ （直接受益者）IIGRANOS 普及部（本部・県普及員）（40 名）、普及協力
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農家（300 名）、県・郡公社普及員（70 名） 

（間接受益者）対象地域のコメ・穀物栽培農家 

実施期間 2017 年 1 月～2022 年 7 月（5 年 6 か月） 

※本プロジェクトにおける「農業普及体制」とは、戦略・計画立案・運営管理・実施・モニタリン

グ・評価を体系的に行う体制を示す。  
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第 2 章 評価の方法 

2-1 評価の方法 

本調査は「JICA 事業評価ガイドライン（第 2 版）」（2014 年）及び「JICA 事業評価ガイ

ドブック（Ver. 2.0）」（2021 年）に基づいて実施した。即ち、①プロジェクトの現状把握・

検証を行い、②それらを DAC 評価 5 項目による評価基準から判断し、③提言や教訓を導

き出して対象プロジェクトおよび類似プロジェクトにフィードバックするという枠組み

の下、評価調査を行った。プロジェクト完了の直前で行われる評価という時期的な性格か

ら、目的は「プロジェクトの目標が協力期間終了までに達成されるかを総合的に検証し、

本プロジェクト活動に対する提言及び今後の類似事業の実施にあたっての教訓等を導く」

こととした。PDM ver.5（2021 年 1 月改訂）を事業計画と捉え、評価調査のデザインを行

い、これを基に実績の達成度を検証した。PDM ver.5 は別添 4 のとおりである。 

 DAC 評価 6 項目の定義は次のとおりである。インパクトを除く各項目につき 5 段階評価

で判断した（高い－比較的高い－中程度－比較的低い－低い）。 

 

表 2-1 DAC 評価 6 項目による評価の視点 

評価項目 視点 

妥当性 介入の目的およびデザインが、受益者のニーズ、政策、優先順位に対応し、状

況の変化に応じて対応し続ける度合い。 

整合性 世界・パートナー／開発協力機関、当該国、セクター、組織における当該介入

と他介入との適 合性。 

有効性 介入の目的と結果の達成又は達成見込みの度合い。諸集団の異なる帰結を含

む。 

インパクト 介入により生じた又は生じると予期される、重要な正又は負の、意図された又

は意図されない、高次の効果の度合い。 

効率性 経済的かつタイムリーな方法で結果を生む又は生むような介入実施の度合い。 

持続性 介入の純便益が継続する又は継続する可能性の度合い。 

（出所）JICA（2021）「JICA 事業評価ガイドブック（Ver. 2.0）」。 

 

2-2 評価の調査項目 

 本調査においては、以下の評価設問を中心に調査を実施した。調査項目の詳細を含む評

価グリッドは別添 2 の Annex 4 のとおりである。 

 

⚫ 成果、プロジェクト目標、上位目標に関する達成状況あるいは達成見込みはどうか。 

⚫ 活動は計画どおりに実施されたか。プロジェクトのマネジメントは適切に行われた

か。コミュニケーションは適切に行われた。 

⚫ 評価 6 項目の各視点から見てプロジェクトの達成状況はどうか。プロジェクト終了

後に留意すべき事項は何か。 

 



5 

2-3 情報収集方法 

以下の情報源及びデータ収集方法を用いて情報を収集した。インタビューリストは、別

添 5 のとおりである。 

 

⚫ 既存資料のレビュー（R/D、PDM、活動計画表（PO）等のプロジェクト計画文書、

プロジェクト作成のモニタリングシート、業務従事月報等） 

⚫ 質問票調査（IIGRANOS、JICA 専門家） 

⚫ インタビュー（GAG、IIGRANOS（本部、県普及員）、普及協力農家、JICA 専門家

等） 

⚫ 直接観察（供与機材、普及協力農家の圃場等） 
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第 3 章 プロジェクトの実績 

3-1 投入の実績 

3-1-1 日本側の投入 

2022 年 6 月までに日本側から以下の投入が行われた。 

 

（1）専門家派遣 

これまでに JICA 直営でチーフアドバイザー1 名が 3 年間（2017 年 1 月～2020 年 1 月）

派遣された他、業務実施契約として 11 名の専門家が配置された。そのうち 8 名が合計 56

回キューバに短期渡航した。新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の流行により、2020 

年 4 月から 2021 年 5 月まで渡航が中断された。この間、専門家はリモート業務に従事

した。詳細は別添 2 の Annex 5 のとおりである。 

 

（2）研修 

本邦研修は 4 回計画されていたが、2020 年以降の COVID-19 の感染拡大のため、2017 年

と 2019 年の 2 回のみの実施となった。これらの研修にはそれぞれ 15 名、14 名が参加し、

日本の農業改良普及制度、普及員人材育成、戦略立案・評価などについて学んだ。研修員

は、IIGRANOS、ETIGs、公社、GAG からの普及関連職員であった。なお、3 年目、4 年目

の本邦研修の代替として、2022 年 1 月以降にキューバ国内で研修を実施した他、2022 年 6

月から 7 月にかけて、ペルー、ホンジュラス、メキシコで第 3 回研修が実施された。それ

ぞれ 2 名、3 名、8 名（予定）が参加した。 

 

（3）機材供与 

 農業機械・車両及び研修機材は JICA 側の予算不足により、予定より遅れて 2018 年、2019

年に供与された。IIGRANOS 本部及び ETIG 試験場での展示圃場整備を中心に活用されて

いる。VPN（仮想プライベートネットワーク）用機器は、COVID-19 感染拡大とその後を

見据えた農業普及体制強化の一部として遠隔研修等を目的として計画された。これらの機

材はキューバでの調達が困難であるため、第三国にて購入・輸送する必要があった。加え

て、米国の制裁によりキューバ向けの輸出が可能なメーカー・機種が限定されていたこと

から、予定より大きく遅れて 2022 年 7 月に到着する予定となっている。このそのほか、事

務用品や車両が供与された。供与された機材の一覧は別添 2 の Annex 6 のとおりである。 

 

（4）現地業務費 

 現地業務費として、JICA 専門家の国内交通費、通信費等の運営費、研修運営費の一部、

教材印刷の一部、キューバ側 C/P メンバーの通信費の一部が支出された。 

 

3-1-2 キューバ側の投入 

2016 年 6 月までにキューバ側から以下の投入が行われた。  
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（1）C/P 配置 

IIGRANOS より、プロジェクトディレクター、プロジェクトマネージャーの他、プロジ

ェクトチーフ、副チーフ、農業普及、人材育成、情報書類、教材デザイン、農業機械など

を担当する計 12 名の C/P メンバーが配置された。また、IIGRANOS は、15 県をカバーす

るために、延べ 30 名の普及員を配置した。普及員の退職後は新任普及員が配置されること

もあったが、2022 年 6 月現在、普及員は 21 名となっている。C/P メンバーと普及員のリ

ストは別添 2 の Annex 7 のとおりである。 

 

（2）機材供与と活動運営費 

IIGRANOS は、プロジェクトオフィスの運営費の一部を負担した他、運転手、車両・燃

料を提供している。研修棟の建設が開始されたが、まだ完成していない。また、その他の

運営費、特に普及員の会合や研修、研修教材の印刷、会場費等は IIGRANOS が一部負担し

ている。さらに、JICA 専門家の通勤費と昼食代は IIGRANOS が負担している。 

 

3-2 成果の達成度 

3-2-1 成果 1：概ね達成 

 成果 1 は「IIGRANOS 職員、ETIG の普及員、公社普及員、並びに普及協力農家の農業普

及企画・管理能力と普及実施能力が強化される」である。本プロジェクトでは、各県の公

社と協同組合等の生産者組織、それら組織と構成農家の精算管理・連絡体制をベースとし

た農業普及実施体制が構築された。下図で示されるとおり、IIGRANOS（本部及び ETIG）

を普及実施と調整の中核組織として位置付け、公社や生産者組織等の普及員、普及協力農

家との連携により、一般農家に農業技術に関する情報や指導が到達する体制となっている。 

 成果 1 は、本プロジェクトで導入された普及体制の組織・制度的な面から強化を目指し

たものと解釈される。検証指標は 8 つ設定されていた。表 3-1 に示すように、指標は「達

成」または「ほぼ達成」されている。農業普及システムには、システムを管理する人材（指

標 1-1）、普及サービスの PDCA（指標 1-2）、このシステムの鍵とも言える普及協力農家の

配置（指標 1-4）、研究との連携（指標 1-6）、他の研究機関との連携（指標 1-7）、ETIG 普

及員の人事考課（指標 1-8）に関するものが含まれている。また、システムに関する試行結

果や成功事例は組織的に管理される必要がある（指標 1-3、1-5、1-7）。これらの指標の達

成状況から、成果 1 は「概ね達成」されたと判断する。 
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図 3-1 プロジェクトで構築された普及実施体制 

 

表 3-1 成果 1 の達成状況 

 指標 達成状況 

1.  本邦研修を受講・修了した参数 達成状況：概ね達成 

⚫ 2017 年、2019 年の日本での本邦研修には、合計 29 名

の ETIG 普及員と普及関連職員が参加した。 

⚫ 本邦研修に代えて、2022 年 2 月以降、毎月平均 30 名

の ETIG 普及員と公社普及員を対象に国内研修（ウェ

ビナー、オンライン演習）が実施された。また、第三

国研修として、ペルーでの研修 2 名 ホンジュラスで

の研修 3 名が参加し、2022 年 7 月のメキシコでの研

修には、さらに 8 名が参加する予定となっている。 

2.  IIGranos（本部・ETIG）において農

業普及の実施にかかる指針、農業

普及活動計画が作成・実施され、

PDCA サイクルにのって見直され

る。 

達成状況：概ね達成 

⚫ 「農業普及システム強化計画」として、2017 年に 5

カ年計画（2017 年～2021 年）が策定された。2022 年

の計画改定は見送られ、次期 5 カ年計画（2023-2027）

の策定が進められている。 

⚫ 5 カ年計画（2017 年～2021 年）に基づき、2018 年に

IIGRANOS の年間業務計画が策定され、2019 年以降

は IIGRANOS の年間計画に組み込まれている。 

⚫ 各 ETIG 普及員は年間業務計画を策定し、毎月

IIGRANOS 本部に報告している。また、ETIG 普及員

は、毎年行われる研修（認定研修）で前年の活動内容

を報告し、IIGRANOS の県調整官からフィードバッ

クを受けている。 

⚫ プロジェクトの経験をもとに「農業普及指針（案）」

（出所）SEGRANOS プロジェクトチーム。 
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が策定された。2020 年に農業省に正式に受理された。 

3.  対象県毎に構築された普及実施体

制と同体制下で実施された活動と

成果の好事例（各県 3 事例以上） 

達成状況：概ね達成 

⚫ 普及活動の成功事例について ETIG 普及員から報告

されているが、県ごとに整理された形で情報が収集・

整理されていない。 

4.  IIGranos と協力同意書を交わした

普及協力農家の数・データベース

（300 以上） 

達成状況：達成 

⚫ 2022 年 7 月現在、425 名の普及協力農家が IIGRANOS

と同意書を交わしている。普及協力農家の位置情報、

基本情報はデータベースで管理されている。 

5.  目的別デモ圃場の数・リスト及び

活動成果の好事例（各県 3 事例以

上） 

達成状況：達成 

⚫ 各県からデモ圃場における活動の成功事例が 1～3

件、SNS を通じて共有されている。 

⚫ デモ圃場のリストが作成された。 

6.  農業普及・試験研究の連携が体系

化される 

達成状況：概ね達成 

⚫ 農業普及と試験研究の連携のコンセプトが策定され

た。 

⚫ IIGRANOS は 3 か月に一度「農業普及ニュースレタ

ー」を発行しており、この中で普及現場から試験研究

へ、試験研究から現場への情報共有が行われている。 

7.  他農業系研究機関との連携試行の

実績（3 事例以上） 

達成状況：達成 

⚫ 2018 年にサトウキビ研究所と普及活動の経験を共有

した。 

⚫ 2019 年に牧草・飼料研究所の技術者とプロジェクト

の活動、農業普及システム、普及員の役割について共

有した。 

⚫ 2019 年に豚肉研究所、蜂蜜研究所と本プロジェクト

の農業普及の経験を共有した。 

8.  普及員の人事考課結果 達成状況：達成 

⚫ 2019 年に普及員の業績評価の概要を見直し、

IIGRANOS は 2020 年から人事考課結果が給与査定に

考慮される試行を開始した。 

 

上記指標の達成に加え、成果 1 の活動結果として、農業普及サービスの枠組みや制度が

整備された。以下の結果は特筆すべきものである。 

 

（1）農業普及サービス普及のための実施体制の整備 

プロジェクトが構築した普及体制（図 3-1）では、栽培に必要な情報や技術を農民に伝え

るまでの関係者とその役割が明確にされている。具体的には、IIGRANOS 本部の普及部と

ETIG 普及員が、公社普及員や技術者、普及協力農家と連携して、一般農家を支援するもの

である。普及協力農家を生産組織から選定されており、これが、公社が農協等の生産組織

を監督している体制に合致しているのが利点である。  

 

（2）農業普及計画の PDCA 
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2017 年に「農業普及システム強化計画」として 5 か年計画（2017 年～2021 年）が策定

され、それに基づき IIGRANOS と ETIG 普及員が年間計画を策定してきた。普及員はこれ

に基づいて活動を実施し、毎月 IIGRANOS 本部に報告してきた。また、毎年実施される普

及員研修で活動のフィードバックを受け、次年度の活動の改善につなげている。このよう

に、農業普及活動が PDCA サイクルの中で実施され、このサイクルがプロジェクト期間中

繰り返されたことは大きな成果である。 

 

（3）普及協力農家の役割の確立 

普及協力農家は、先行案件「中部地域 5 県における米証明種子の生産にかかる技術普及

プロジェクト」（2012 年～2016 年）の「リーダー農家」の経験をもとに、本プロジェクト

が新たに導入したものである。IIGRANOS は、普及協力農家を選定し、活動に関する合意

書を取り交わしている。普及協力農家は、穀物生産に関する最新の情報を得ることができ、

技術研修や農業資材の提供を受けることができる等のメリットがある。また、IIGRANOS

にとっても、ETIG 普及員の人数が限られている状況で、より多くの農家に普及サービスを

提供できる、農家の課題を把握できる、農家の圃場をデモ圃場として活用できる、一般農

家とのコミュニケーションルートを確保できる、等のメリットがある。まず、2017 年 7 月

に 59 名の普及協力農家が選出され、2022 年 5 月時点で、425 名（対象地域である 8 県と

Isla de la Juventud で 250 名、波及展開地域である 6 県で 175 名）に増加した。普及協力農

家に関するデータは、無償ソフトウェア（google my map）で IIGRANOS により一元管理さ

れている。図 3-2 のような地図上に示された普及協力農家のマーカーをクリックすると、

氏名や所属組織、農地面積等の情報が表示される。 

 

図 3-2 普及協力農家のマッピング 

 

（4）農業普及と試験研究の連携に関するコンセプト案の作成  

メキシコの事例をもとに、研究成果に基づく農業普及サービスの体系化のためのコンセ

プト案が作成された。図 3-3 のとおり、試験研究プラットフォーム、展示モジュール、技

（出所）SEGRANOS プロジェクトチーム。 
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術普及エリアの 3 つのユニットでそれぞれ主要な関係者が提案されている。この連携案で

は、農業技術に関する調査や実証が行われ、農家に普及し、その適用結果が現場から試験

研究のプラットフォームへフィードバックされる。COVID-19 流行の影響を受けてコンセ

プト（案）の実証活動ができなかったが、プロジェクト終了後の 2022 年 9 月から試験的に

実施されることが IIGRANOS により計画されている。 

 

図 3-3 農業普及と試験研究の連携のコンセプト（案） 

 

（5）改良普及ネットワークの分析 

普及協力農家のマッピングのデータベースを基に、メキシコのチャピンゴ大学の支援に

よりを受けて、農業普及ネットワークの影響に関する分析が行われている。約 360 人の普

及協力農家のデータを使って、①生産性向上の要因、②ネットワーク拡大の要因、③普及

技術の適用の要因、などが分析されている。今後、分析結果は、普及システムの改善に活

用され、研修に反映される予定である。 

 

3-2-2 成果 2：達成 

成果 2 は、「農業普及実施のためのツール・教材が整備される」と設定されている。表

3-2 に示すように、設定された指標はいずれも「達成」された。別添 6 とおり、農業普及サ

ービスのための各種教材が開発され（指標 2-1）、農業機材が研修や普及活動に活用されて

いる（指標 2-2）。よって、成果 2 は「達成」されたと判断する。 

なお、キューバでは 2019 年まではインターネットが十分に普及しておらず、教材の一部

は USB メモリに保存され、ETIG 普及員や普及協力農家に配布されていた。キューバでは

これをテレビに接続して参照するというサービスがある。2019 年後半以降、インターネッ

トが少しずつ普及し始めたことや、COVID-19 の大流行もあり、自習用や遠隔研修用のビ

（出所）SEGRANOS プロジェクトチーム。 
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デオ教材が開発されることとなった。 

 

表 3-2 成果 2 の達成状況 

 指標 達成状況 

1.  普及マニュアルおよびその他普及

教材が新規作成・改訂される

（IIGranos 本部及び各試験場にて

年間各 5 種以上） 

達成状況：達成 

⚫ 普及活動用のマニュアルや資料が以下のとおり毎年

作成された。 

⑤ 2018 年はポスター教材、リーフレット、カレンダ

ー教材を 23 種。 

⑥ 2019 年はポスター教材、リーフレット、カレンダ

ー教材を 14 種。 

⑦ 2020 年はポスター教材、栽培マニュアルを 13 種。 

⑧ 2021 年はポスター教材、栽培マニュアル、穀物品

種カタログ、パンフレット教材、カレンダー教材、

動画教材を 20 種。 

⑨ 普及員ガイドブック 1 種（計画どおり）。 

2.  供与されたツール（車輌・研修関連

機材等）が農業普及強化にかかる

関係部局に適宜配置され、農業普

及活動に活用されている 

達成状況：達成 

⚫ 農業機械（車両、バイク、各種農機、コピー機等）が

IIGRANOS本部と各 ETIGに設置された。研修や ETIG

でのデモ圃場の整備に活用されている。 

 

3-2-3 成果 3：達成 

成果 3 は、「普及人材育成の仕組みが作成・実証される」と設定された。表 3-3 に示すよ

うに、全ての指標が「達成」された。具体的には、普及員の人材育成の計画、教材、業績

評価システムの試行案が策定され（指標 3-1、3-2、3-3、3-5）、それに基づいて普及関連人

材の研修が行われた（指標 3-4）。従って、アウトプット 3 は「達成」されたと判断する。  

 

表 3-3 成果 3 の達成状況 

 指標 達成状況 

1.  構築された普及人材育成の研修体

系 

達成状況：達成 

⚫ 構築された研修体系は、ETIG 普及員や公社普及員に

対する研修の経験をもとに開発され、「農業普及シス

テム強化計画」の次期 5 か年計画（案）に組み込まれ

ている。 

2.  作成された普及人材育成にかかる

教材 

達成状況：達成 

⚫ 普及員ハンドブックは 2022 年に作成された。 

3.  作成された普及人材育成の中長期

計画 

達成状況：達成 

⚫ 「普及人材育成の中期計画」は「農業普及システム強

化計画」の次期 5 か年計画（案）に組み込まれてい

る。 

4.  教育・訓練を受けた普及関係者の

数（120 名） 

達成状況：達成 

⚫ 2018 年から 2022 年にかけて、延べ 122 名の ETIG 普

及員が研修を受けた。 
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⚫ 2019 年に延べ 241 名の公社普及員が県レベルの研修

を受けた。 

5.  構築された普及人材の評価システ

ム 

達成状況：達成 

⚫ 2019 年に ETIG 普及員の業績評価を見直し、

IIGRANOS は 2020 年から給与査定に反映させる試行

を開始した。「普及人材育成の中期計画」の一部とな

る予定である。 

 

成果 3 は、個人および組織レベルの能力強化に関するものである。成果 1 の活動を通じ

て強化された農業普及の制度や枠組みに関する普及人材の育成である。以下のような様々

な研修が実施された。 

 

表 3-4 普及関連人材への研修 

年 対象 主なテーマ 

2017 IIGRANOS（C/P）、ETIG（所長、普及員）、

EAIG（普及員） 

普及システム、普及人材研修システム（本邦

研修） 

2017 ETIG（普及員） 普及活動の情報交換、ネットワーキング 

2018 IIGRANOS（C/P）、ETIG（所長、普及員）、

EAIG（普及員） 

普及システム、普及人材研修システム（本邦

研修） 

2018 ETIG（普及員） 普及活動の情報交換、ネットワーキング 

2019 EAIG（普及員） 普及活動の情報交換、ネットワーキング 

2019 ETIG（普及員） 普及活動の情報交換、ネットワーキング 

2019  IIGRANOS（C/P、農機運転手）、ETIG（農

機運転手） 

農業機械の使用 

2020 ETIG（普及員） 普及活動の情報交換、ネットワーキング 

2020 IIGRANOS（C/P、農機運転手）、ETIG（農

機運転手） 

農業機械の使用 

2021 ETIG（普及員） 普及活動の情報交換、ネットワーキング 

2021 IIGRANOS（本部職員）、ETIG、GAG 普及のインパクト分析（チャピンゴ大学、メ

キシコ） 

2021 IIGRANOS（本部職員）、ETIG 普及と試験研究の連携、トウモロコシ栽培

（CIMMYT、オンライン） 

2021 IIGRANOS（本部職員）、GAG フリホール栽培、普及（オンライン） 

2021 IIGRANOS（本部職員）、ETIG（普及員）、

GAG 

オンライン試行研修 

2022 IIGRANOS（本部職員） トウモロコシ栽培（国際会議への参加、ペル

ー） 

2022 IIGRANOS（本部職員） フリホール栽培（ホンジュラス） 

2022 IIGRANOS（本部職員）、GAG 普及のインパクト分析（チャピンゴ大学、メ

キシコ） 

 

3-3 プロジェクト目標の達成度 



14 

プロジェクト目標は「コメ・穀物生産農家に対する農業普及体制が強化される」である。

プロジェクト期間中、普及サービスのサイクル（計画－実施－評価－フィードバック）が

繰り返され、普及員の能力向上が行われた。5 ヵ年計画の更新は遅れているが、農家まで

の農業普及サービスが新たに導入された。よって、プロジェクト目標は「概ね達成」され

たと判断する。 

 

表 3-5 プロジェクト目標の達成状況 

 指標 達成状況 

1.  農業普及にかかる指針、方針、普

及活動計画等が継続的に活用され

ている 

達成状況：概ね達成 

⚫ 「農業普及システム強化計画」として、2017 年に 5

か年（2017 年～2021 年）が策定された。次期 5 か年

計画はドラフト中であり、2022 年 7 月中に完成予定

となっている。 

⚫ 5 か年計画に基づき、IIGRANOS と各 ETIG 普及員は、

年間業務計画を策定している。普及員はその計画に

基づき活動を実施している。 

2.  構築された普及人材育成の仕組み

に準じた人材育成研修の実施数・

頻度（年間 3 種以上） 

達成状況：達成 

⚫ ETIG 普及員対象の研修は、2018 年、2019 年、2020

年、2022 年に IIGRANOS と ETIGs によって実施され

た。2021 年の研修は COVID-19 の感染拡大のため中

止された。 

⚫ 公社普及員対象の研修は、2019 年に各県で実施され

た。 

⚫ 普及協力農家対象の研修は、2017 年、2018 年、2019

年、2020 年、2021 年に普及協力農家会合により実施

された。 

 

構築された普及システムでは、農民は、ETIG 普及員、公社普及員、普及協力農家を通じ

て普及サービスを受けている。ETIG の機能としては、普及協力農家と連携した農家への研

修、デモ圃場での新品種の検証・普及、農民への資材配布などがある。また、ほぼ毎日農

家を訪問し、各農家とはほぼ毎週会っているため、農家は ETIG 普及員から助言を受ける

機会となっている。農家は ETIG 普及員に電話で相談することもある。また、公社普及員

も、農家と会って相談する機会が頻繁にある。ETIG 普及員と公社普及員は同じ地域の農民

を支援していることから、お互いに連絡を取り合い、交通費を節約するために一緒に農家

を訪問することがある。普及協力農家員は、ETIG 普及員や普及協力農家会合から得た知識

や情報を近隣農家に伝えている。新品種や栽培技術を自分の圃場で示すで、近隣農家は直

接観察し、普及協力農家から学ぶことができている。路上や圃場での会話も重要な普及の

手段となっている。このように、普及システムは、ETIG、公社、農民組織、農家の長年の

関係の上に成り立っているため、各地域の状況に応じて多様で柔軟な方法で提供されてい

る。 

補完情報として、ETIG 普及員の活動は、農家の戸別訪問、農民組織でのセミナー等のイ
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ベント、圃場でのデモンストレーション、資料提供、情報発信（ラジオ、テレビ、Facebook、

Youtube 等の SNS）である。普及の内容は、適正品種、適正種子・肥料、栽培インフラ、栽

培技術、ポストハーベスト、食料生産に関するものである。また、農業金融、保険、バリ

ューチェーンなど、栽培技術とは直接関係のない情報を含むこともある。これらの情報を

受け取った普及協力農家は、2021 年に 3,045 件の普及活動を実施し（対象の 8 県と青年の

島特別自治区で 1,908 件、波及展開地域で 1,137 件）、延べ 22,150 人の農家がサービスを受

けた（対象の 8 県と青年の島特別自治区で 15,105 人、波及展開地域で 7,045 人）。 

 

3-4 実施プロセス 

以下はプロジェクトの実施プロセスに関する特記事項である。 

 

3-4-1 プロジェクトに対するキューバ側コミットメント（IIGRANOS による農業普及サ

ービスの全国展開のための取組み） 

本プロジェクトは、当初 8 県と 1 特別自治体を対象としていたが、IIGRANOS はプロジ

ェクト期間当初から、波及展開地域として、残りの県において、普及協力農家の選抜や能

力開発、ETIG 普及員の研修等の活動を実施してきた。IIGRANOS はプロジェクトの活動

の一部を利用したが、これらの展開地域での活動にかかる費用は IIGRANOS が負担した。

IIGRANOS は、プロジェクト期間中に限らず、システムとして全国の農業普及サービスの

強化を継続する意思と強いコミットメントを示している。 

 

3-4-2 プロジェクト運営（COVID-19 流行への対応） 

本プロジェクトは、COVID-19 の流行により様々な影響を受けた。感染予防のための移

動制限により、JICA 専門家の渡航はもちろん、キューバ側 C/P メンバーの移動も 2021 年

6 月までの間、制限または停止されていた。また、キューバ側 C/P メンバーは一定期間、

在宅勤務をする必要があった。このような状況下、プロジェクト関係者間のコミュニケー

ションは何とか継続されたものの、一部の活動は遅延または変更が必要となった。特に、

対面式で行われていた研修は、オンラインで行われることになった。一方、この変更は、

感染予防の点だけでなく、交通費の削減やインターネットの活用（今後のさらなる活用の

可能性も含め）という点でも有効な変更であった。 
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第 4 章 評価結果 

4-1 妥当性 

4-1-1 キューバ政府の開発政策との整合性 

「2030 年までの国家経済社会開発計画：国家ビジョン、戦略経済軸・セクターに関する

提案」では、食料安全保障に貢献し、輸出の可能性を高め、効率的な輸入代替を促進し、

特に農村部の人々に雇用と収入をもたらすために、農業生産物チェーン、生産性、競争力、

環境・財政面の持続性を高める戦略が提示されている。また、2011 年に発表された「共産

党と革命の経済社会政策指針」では、食料輸入を減らすための穀物生産の増加が目標の一

つとして掲げられている。「社会経済政策の方向性」（2016 年～2021 年）では、米やフリホ

ーレス、トウモロコシの増産（169 項）とともに、農業技術普及の推進（158 項）の必要性

が初めて言及された。後継政策（2021 年～2025 年）では、農業保険と栄養が農業分野の新

たな課題として挙げられており、これについての農民への情報普及が必要となっている。

本プロジェクトは、農民の生産を支援する農業普及システムの強化を目的としており、キ

ューバにおける上記の政策と整合している。 

 

4-1-2 開発ニーズとの整合性 

 キューバ政府は、食料安全保障の観点から、国内における食糧生産、特に穀物生産を強

化するための様々な施策を実施してきた。国営農場を中心とした大規模な集団農業生産か

ら、個人農家や協同組合による比較的小規模な生産へと移行させている。また、新規就農

者の増加にも努めている。このような個人農家に対して、適切な農業技術を普及させるこ

とが急務であった。近年、キューバは COVID-19 の大流行や米国による経済封鎖の影響を

受け、農業資材の不足や作付け量の低下など、困難に直面している。その結果、国連食糧

農業機関（FAO）によると、基礎穀物の生産量が減少している。これらのことより、本プ

ロジェクトはキューバの開発ニーズに合致している。  

 

4-1-3 プロジェクトのアプローチの適切性 

既述のとおり、本プロジェクトでは、COVID-19 の感染拡大への対応として、オンライ

ン研修の強化、本邦研修から第三国研修への変更など、事業アプローチを変更してきた。

これらの対応は、当初計画より若干の時間を要したものの、ほぼ当初の計画どおりに成果

を生み、プロジェクト目標の達成に貢献したことから、適切なものであったといえる。  

農民の便益に関しては、プロジェクトの策定段階及び実施段階においてジェンダーや生

産規模の違いによる公平性に関わる問題は確認されていない。どの農民もいずれかの組合

や組織に所属しているため、普及協力農家がその組織から選出されている限り、普及サー

ビスを受けることが可能である。 

 

以上より、本プロジェクトの整合性は高い。 
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4-2 整合性 

4-2-1 日本の援助政策との整合性 

「対キューバ共和国国別援助方針」（2014 年 4 月）では、「農業開発」が重点分野の一つ

として設定され、食料自給率向上のための農業生産の拡大が目標とされた。「農業開発」は、

後継の「対キューバ共和国国別開発協力方針」（2018 年 9 月）でも重点分野の一つとなっ

ており、コメを含む多様な食糧の生産性向上が目指されている。そのため、基礎穀物の生

産量の増加に寄与する普及サービスの改善を目的とした本プロジェクトは、日本の支援方

針と整合している。 

 

4-2-2 JICA 他事業・支援との連携／調整 

JICA は、2003 年からキューバの稲作を支援しており、本プロジェクトを含む 4 つの技

術協力プロジェクトと無償資金協力事業を実施してきた。本プロジェクトは、先行案件「中

部地域 5 県における米証明種子の生産にかかる技術普及プロジェクト」（2012 年～2016 年）

の成果を踏まえて計画されたものある。また、無償資金協力事業「稲種子生産技術向上の

ための農業機械整備計画」（2017 年）等とともに、JICA キューバの協力プログラム「食料

増産プログラム」に位置づけられている。無償資金協力事業は、先行技術協力プロジェク

トで強化された高品質な米の種子生産を、米の増産に向けて後押しすることを目的とした

ものである。また、調達機材の利用をさらに促進するため、本プロジェクトにより田植機

の使用に関する研修や操作マニュアルの作成が行われ、実際にデモ圃場での使用や農家へ

の貸し出しが行われている。このように、本プロジェクトは、コメを中心とした基礎穀物

生産を共通の目標とする他の JICA プロジェクトと連携が取られている。 

 

4-2-3 他機関との連携／国際的枠組みとの協調 

本プロジェクトでは、穀物生産のバリューチェーンを支援する他パートナーによる事業

と早い段階から協働を模索し、協議を開始した。本プロジェクトとこれらの開発パートナ

ーは、活動地域や対象作物に共通点があり、増産や農家支援という共通の目標を持ってい

た。まず、本プロジェクトが開発した普及システムは、米の増産を目指すベトナム政府の

事業とも共有された。両プロジェクトは対象県を一部共有しており、IIGRANOS は相乗効

果を生むため、公社に配置された事業コーディネーターにコメ生産技術に関する研修を実

施している。また、国際農業開発基金の「東部地域における農村共同組合強化プロジェク

ト（Project of Rural Cooperative Development in the Eastern Region）」（2013 年～2021 年）の

トウモロコシ栽培技術研修に、本プロジェクトで研修を受けた ETIG 普及員が招かれ、講

義を行った例もある。両事業は同じ県で実施され、フリホールやトウモロコシの栽培の経

験を共有している。 

また、農業省と国連開発計画が実施し、欧州連合とスイス開発協力庁が資金提供した

AGROCADENAS プロジェクト（2014 年～2020 年）とも関連している。同事業は、中部・

東部地域の 4 県 13 市で実施され、トウモロコシや豆類などの農産物チェーンの管理とパ

フォーマンスの向上を支援し、輸入代替に貢献しようとするものである。本プロジェクト
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の対象地域に位置する穀物加工・包装工場の組み立てを含むものである。 

 

以上より、本プロジェクトの整合性は高い。 

 

4-3 有効性 

4-3-1 プロジェクト目標の達成度  

「3-3 プロジェクト目標の達成度」で述べたとおり、プロジェクト目標は概ね達成され

た。 

 

4-3-2 成果のプロジェクト目標への寄与 

本プロジェクト開始以前は、正式な普及システムはなく、普及協力農家という役割もな

かった。プロジェクトの活動を通じて、体系的な普及システムが導入された。普及サービ

ス提供における主要なアクターとその機能や連携が明確になり、普及サービスの PDCA サ

イクルが試行され、そのシステムとサイクルを管理する人材が育成された。これらの取り

組みにより、普及サービスを推進するための制度や人材が強化された（成果 1）。研修や普

及サービスに必要なマニュアルやその他の資料が開発された（成果 2）。さらには、一連の

能力強化活動を通じて、農業普及のための人材育成システムが導入された（成果 3）。これ

らの 3 つの成果（人的、物的、制度的枠組み）は、農家の農業情報・技術の伝達に不可欠

な要素であり、プロジェクト目標の達成に貢献したと考えることができる。 

 

4-3-3 プロジェクト目標達成に影響した要因 

プロジェクト目標達成のリスクとなりうる外部要因は特定されておらず、発生していな

い。 

 

以上より、プロジェクト目標は成果を通じて概ね達成された。従って、プロジェクトの

有効性は比較的高い。 

 

4-4 効率性 

4-4-1 成果の達成度 

「3-2 成果の達成度」で述べたとおり、2 つの成果は達成され、1 つは概ね達成された。  

 

4-4-2 日本側の投入の活用 

 以下のような投入の遅延や変更があり、その一部はプロジェクトの活動や成果に影響を

及ぼした。第一に、デモ圃場整備のための農業機械の一部が 1～2 年遅れで供与となった

ために、普及のためのデモ作業の開始が遅れた。第二に、VPN 接続のための機器やコンピ

ューター等が、キューバ独渡独の調達上の複雑な要因から遅延し、プロジェクト終了直前

に供与される予定である。よって、この機材を活用した活動は実施できなかった。しかし、

オンライン研修やウェビナーは VPN でなく通常のインターネット接続で実施されている
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ため、研修活動には直接の影響はなかった。第三に、3 年目、4 年目の本邦研修が COVID-

19 の感染拡大により実施できず、その後必要なテーマの第三国研修に変更された。第四に、

2020 年 4 月から 2021 年 6 月まで COVID-19 感染拡大による渡航制限のため、JICA 専門家

の派遣が停止された。この期間、キューバ側 C/P メンバーとのコミュニケーションは継続

し、リモートからの活動を実施した。また、キューバ側 C/P メンバーが国内での移動制限

を受けたこともある。一部の活動、特に普及と試験研究の連携モデルの開発が遅れ、成果

1 の達成に若干影響した。その他の投入はほぼ計画どおりに行われた。 

 

4-4-3 キューバ側の投入の活用 

IIGRANOS 上層部からの期待も受け、C/P メンバーはほぼ専任で配置された。その結果、

効率的に活動を実施することができた。また、ETIG 普及員と公社普及員が一緒に農家を訪

問し、同じ車両で移動して交通費を節約するなど、リソースが効率的に活用された。  

投入の遅れは研修棟の建設である。予算や建設資材の不足、建設会社による工事の遅れ

がその原因である。このためプロジェクトオフィスは Wi-Fi インターネット接続のない別

の場所に設置されることになった。 

 

4-4-4 プロジェクト期間 

本プロジェクトは 5 年間の予定で実施される予定だった。しかしながら、COVID-19 の

感染拡大により、日本人専門家は 14 か月間キューバに渡航できず、キューバ側 C/P メン

バーも事務所への通勤や他県への出張に制限があった。一部の活動が遅延することとなっ

た。そのため、本プロジェクトは 6 か月間延長された。 

 

4-4-5 成果達成に影響した要因  

上記のとおり、一部の機材調達の遅れが活動の実施に影響を与え、成果の達成に若干の

影響を及ぼした。これは主に COVID-19 の感染大流行が原因であった。また、キューバ特

有の調達事情も要因の一つであった。 

 

一部の投入に遅延や変更があったものの、投入の適切な利用により、アウトプットはほ

ぼ期待どおりに達成された。プロジェクト期間は当初の計画を上回った。以上より、本プ

ロジェクトの効率性は比較的高い。 

 

4-5 インパクト 

4-5-1 上位目標の達成見込み 

上位目標は「コメ・穀物栽培農家に対する農業普及サービスが改善される」ことである。

今後、農業普及システムが維持されれば、農民が普及された知識や技術を活用することが

期待される。普及ネットワーク分析の結果、調査対象農家の 95％、75％、67％、57％、50％

がそれぞれ、品種、施肥、生物由来の肥料、移植、再生についての技術を適用しているこ

とがわかった。また、終了時評価では、農家の姿勢にいくつかの正の変化があったことが
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普及協力農家から報告された。例えば、新品種を含む新しい知識や技術の習得に以前より

積極的になった、栽培方法を変える必要性を感じるようになった、科学を以前より信じる

ようになった、などである。しかしながら、普及システムの結果として上位目標が達成さ

れる見込みを厳密に検証するのは、現時点では時期尚早である。  

上位目標達成のための外部要因として、国内の経済状況の深刻な悪化に伴う農業投入物

（種子、肥料など）の不足が考えられる。これは、本プロジェクトではコントロールでき

ない規模での農業生産活動に影響を与える可能性がある。 

 

4-5-2 上位目標以外のインパクト 

（1）プロジェクトの成果の政策への反映 

農業省は、農業普及の重要性を認識している。これは普及協力農家会合などのプロジェ

クトの活動に農業省上層部を招待するといった取組みによってもたらされたものと思わ

れる。農業省には農業普及を担当する部署がなかったため、IIGRANOS に普及に関する政

策草案を作成するよう指示があった。これを受け IIGRANOS は、「農業普及指針」を作成

した。この案は農業省担当者の議論を経て、2020 年に農業省の承認を得ている。その後、

この案は、大統領と食糧及び栄養、農業・科学技術関係者及び農家代表者との定例会にお

いて、公式に提案された。農業省はこの草案を省令として採用するよう作業しているが、

終了時評価の時点では、法令化完了までのスケジュールを確認することができなかった。

法令化されれば、普及協力農家の制度やそのための人材育成が、基礎穀物以外の作物や畜

産物にも適用されることが期待できる。さらに、この省令は、IIGRANOS が本プロジェク

トで開発した農業普及システムを維持するための大きな後ろ盾になると考えられる。  

 

（2）IIGRANOS のコンピューターおよび情報通信技術（ICT）スキルの向上 

プロジェクト開始前、ほとんどのキューバ側 C/P メンバーはコンピューターの使い方に

慣れていなかった。しかし、プロジェクトでの OJT により、モニタリングシート、研修教

材、ニュースレターなど多くの文書がデジタルで作成・編集されるまでとなった。また、

普及協力農家のデータが、google my map のアプリケーションを使用して管理されている。

キューバ側 C/P メンバーは、これらの作業に積極的に参加し、プロジェクト以前よりも情

報通信技術（ICT）のスキルが向上している。また、COVID-19 の大流行を機に、感染予防

と交通費削減のために、ウェビナーやオンライン研修の開催を試みたことも、能力向上の

顕著な例である。これには、IT 担当の IIGRANOS メンバーが配置されたことも大きな促進

要因となった。 

 

（3）プロジェクトの経験の他県への波及 

前述のとおり、IIGRANOS は当初対象とした県だけでなく、自発的に他の県でも同様の

活動を実施してきた。これらの県でも、本プロジェクトの経験を生かした普及システムが

導入され、サービスが提供されている。 
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（4）普及協力農家のネットワークの拡大 

プロジェクト期間中に 7 回開催された普及協力農家会合のうち、3 回は全国レベルで開

催された。全国会合に参加した普及協力農家は、進捗状況の共有や意見交換を行い、会議

後も電話や Facebook などの SNS を通じたコミュニケーションを続けている。SNS にアッ

プロードされた情報は、会議に参加しなかった農業普及員やその他の一般農家も、インタ

ーネットにアクセスできる環境であれば、参照することができるものである。ある ETIG

所長によると、普及協力農家は交流を通じて刺激を受け、さらに活動意欲が高まったとの

ことであった。 

 

本プロジェクトによる負のインパクトは確認できなかった。  

 

4-6 持続性 

4-6-1 政策面 

「社会経済政策戦略」（2021 年～2025 年）では、農業分野の新たな課題として農業保険

と栄養が挙げられ、そのうち農業普及サービスを通じて農民に情報を普及させることが求

められている。また、最近では、2022 年 5 月に人民権力全国会議が「食料主権と食料・栄

養安全保障法」（Food Sovereignty and Food and Nutritional Security Law）を承認した。この

法律は、主権的で持続可能な地域の食糧システムの組織を規定し、科学とイノベーション

の幅広い参加を得て、国内の食糧システムを適切に機能させるための責任を定めたもので

ある。 

先に説明したように、IIGRANOS が作成した「農業普及指針」は、農業普及を促進する

省令とすべく議論が行われている。省令が制定されれば、農業普及サービスに従事する人

材の育成、普及と試験研究の連携強化、本プロジェクトで構築された普及システムの維持

といった面で、農業普及サービスが支援されることにつながる。 

 

4-6-2 制度・組織面 

プロジェクト活動を通じて、体系化された普及システムが導入されている。5 か年計画

が同システムのベースとなっているが、最初に作成された計画（2017 年～2022 年）がまだ

更新されていない。普及システムの主要なアクターとして、ETIG 普及員、公社普及員、普

及協力農家の役割が、国及び県レベルで規定された。ETIG 普及員が十分でない代わりに、

普及協力農家の数は増加している。キューバ側のプロジェクトメンバーは、IIGRANOS に

残り、この普及システムに継続的して従事する予定である。  

人材育成のために、IIGRANOS は、ETIG 普及員、公社普及員、普及協力農家の研修計画

を作成している。また、VPN 接続用機器を備えたオンライン研修のインフラはプロジェク

ト終了後すぐに整備される予定である。 

 

4-6-3 技術面 

IIGRANOS は、普及システムを運用していくための技術を十分に有していると判断され
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る。具体的には、普及計画の作成、実施、レビュー、フィードバックを、プロジェクト期

間中に繰り返し行った。研修・普及用の資料については、これまで IIGRANOS が研修教材

の改訂や新規開発主体的に行ってきたように今後も同様に行うことができる。研修実施に

ついては、IIGRANOS の研究員は穀物の栽培技術に特化している。彼らが精通していない

テーマを補完するためには国内および海外の研究機関とコンタクトを取り、相談したり講

師を招聘したりする。VPN 接続については、IIGRANOS には IT 専門家がいるため、機器

の操作や維持管理を行うことができる。 

 

4-6-4 財務面 

終了時評価では農業普及に関する財務データは確認できなかった。しかしながら、

IIGRANOS によると、普及システム実施のための予算は確保される予定である。開発農業

普及部長によると、2023 年の優先事業には、普及関連人材（ETIG 普及員、公社普及員、

普及協力農家）の研修、教本の改訂が含まれており、これらの予算計画が上層部に提出さ

れる予定である。これらの予算は、基本的にプロジェクト期間中に支出されていたもので

あることから、計画された予算はすべて承認される可能性は非常に高いと考えられる。例

えば、研修に必要な経費として、研修に参加するための交通費は、IIGRANOS が国から受

けている補助金で賄われる予定である。会場費用は、IIGRANOS、ETIG、または公社の施

設を利用する予定であり、宿泊費のみ必要となる。VPN 接続の費用も予算案に含まれてい

る。県レベルでは、ETIG 普及員や公社普及員の交通費や通信費は、それぞれが負担する。

ETIG と公社によると、定期的に会議を行い、同じ車両で農家を訪問するなどして、費用を

節約するとのことである。 

 

4-6-5 環境・社会面 

終了時評価点では、環境・社会面でのリスクは確認されていない。  

 

以上より、制度・組織面、財務面で若干の問題があるが、効果の継続性は比較的高い

と考えられる。 

 

4-7 結論 

プロジェクトの成果とプロジェクト目標は、COVID-19 の感染拡大の影響を受けながら

も概ね期待どおりに達成された。即ち、体制構築、人材育成システム、研修・普及用教材

の整備により、農業普及サービスが確立された。農業投入財の入手可能性は外部要因であ

るが、普及システムが維持されれば、上位目標にあるように、農家は普及される情報や技

術を活用することが期待される。終了時評価チームの懸念は、VPN 機材の設置や普及と試

験研究の連携の導入が遅れたことである。一方、IIGRANOS では、他の関係機関と連携し

て人材育成を含む普及システムの組織体制を維持することが想定される。  
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第 5 章 提言と教訓 

5-1 提言 

5-1-1 キューバ政府への提言 

（1）普及システムが維持されれば、プロジェクトのインパクトとして、農家は普及される

知識・技術を活用することが期待される。このインパクトが実際に生じているかどうかを

モニタリングし、その結果に基づいて必要な措置を講じるための指標を設定することが必

要である。2022 年 12 月までに、PDM に設定されている指標を以下のように変更すること

を IIGRANOS に提言する。 

 

 指標 データ収集・分析方法 

1.  各県でコメ、トウモロコシ、フリホ

ールの生産性（t/ha）が 2021 年よ

り改善する。 

IIGRANOS は、毎年、各県で各穀物のデータをモニタリン

グし、増加または減少の要因を分析する。モニタリング結

果に応じて、対応策として必要な技術や情報を研修内容

に盛り込むことが必要である。 

2.  農業普及の情報の種類が多様化

し、農業経営といった栽培技術に

特化したいトピックが含まれる。 

IIGRANOS は、ETIG 普及員の月次報告書を通じて普及内

容の多様化についてモニタリングする。IIGRANOS は半年

ごとにその情報を集計し、情報の種類の数をカウントし、

多様化・非多様化の要因を分析する。 

3.  農業普及サービスに対する農家の

満足度が向上する。 

少なくとも半年に一度、IIGRANOS は、一部の農家（普及

協力農家ではない農家）に直接、普及サービスへの満足度

について聞取りを行う。IIGRANOS はモニタリング結果を

翌年の普及戦略に反映させる。 

 

（2）農業普及に関する政策の省令化をできるだけ早期に完了し、本プロジェクトによって

強化された普及システム（体制構築、普及関連人材の研修、教材開発、普及と試験研究の

連携等）を他の作物に波及させることを農業省に提言する。果実、野菜、畜産物など、輸

出や国内市場への外貨と自由に交換できる通貨建ての販売に適した作物に関して普及シ

ステムが機能すれば、外貨獲得につながることが期待できる。  

 

（3）本プロジェクトで供与された農業機材は定期的なメンテナンスと頻繁な部品交換を

必要とする。キューバでは外国製品の輸入に厳しい制約があるため、IIGRANOS は GAG 

等の関連組織・部門と連携し、必要な調達方法・手順を明確にし、調達予算（外貨）を確

保することが強く望まれる。 

 

（4）本プロジェクトでは、ETIG や公社を通じて IIGRANOS から普及協力農家への技術移

転が行われ、 農業普及の体制やシステムの構築に成功した。しかしながら、最終的な受益

者である一般農家への技術移転の効果については確実性があることは確認できなかった。

これは、各普及協力農家の意欲と能力に大きく左右されるものである。上位目標を達成す

るために、ETIG 普及員と公社普及員がより深く関わり、普及協力農家の一般農家への普及
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活動を監督し、IIGRANOS に報告することを提言する。 

 

5-2 教訓 

5-2-1 JICA への教訓 

（1）上記の提言（4）で述べたように、効果的な普及制度であっても、普及サービスが最

終受益者へ到達することは補償されるわけではない。今後、同様の普及プロジェクトを計

画する際には、普及協力農家のようなアクターから個々の農家へのサービスが到達する経

路を確保する仕組みを取り入れることが重要である。  

 

（2）本プロジェクトでは、既存組織（研究機関、その下部機関、普及機関、生産者組織）

のネットワーク化により、効率的かつ持続的な農業普及システムの確立に成功した。また、

本プロジェクトにより作成された農業普及指針は、上位機関である農業省の農業普及ガイ

ドラインの省令として採用される見込みであり、これにより農業省傘下の他の研究機関の

下でも他の作物に採用される可能性が高まった。同様のプロジェクトを策定する際には、

既存機関の機能を強化しつつ、その活用とネットワーク化を図るとともに、プロジェクト

の早い段階から上位機関の承認とコミットメントを確保し、プロジェクトの成果の制度

化・法制化を促進することが有効である。 

 

（3）外貨規制や輸入制限等の特殊事情を有する国への機材供与に際しては、調達機材のア

フターサービスやスペアパーツの供給元へのアクセス、実施機関の保守体制や調達手続き

等を十分に確認することが肝要である。 
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第 6 章 団員所感
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「キューバ国における基礎穀物の生産と消費の動向」 

2022/07/28  溝辺哲男 

 

1. はじめに 

  

本報告書は「キューバ国基礎穀物のための農業普及システム強化プロジェクト終了時評

価調査」の一環としてとりまとめたものである。 

キューバにおける食糧安全保障では、コメ、トウモロコシ、フリホーレス豆からなる基

礎穀物の安定供給に主眼が置かれている。しかし、これら基礎穀物の直近 3 年間（2020-

2022）における年平均生産量は、コメが 17 万トン（精米）、トウモロコシが 25 万トン、

フリホール豆は 8,000 トン程度まで低下し、3 穀物あわせた総生産量は 43 万トンである。

この程度の生産量では、国民の食糧需要を満たすには到底足りないため、国内総生産量の

2.5 倍に相当する年間 115 万トン以上のコメとトウモロコシを毎年輸入に依存しながら、

全人口 1,140 万人を養っている。 

昨年末から続く国際市場における穀物価格の高騰は、経済停滞の続くキューバに大きな

打撃を与えている。食糧供給量の低下が辿り着く先は、最終的に国民一人当たりの消費量

の減少であり、その結果は栄養面だけではなく社会経済の不安定化につながる恐れが懸念

される。 

本報告書では、主食であるコメを中心とする基礎穀物の生産と消費の動向に関して、

1990 年代から直近のデータと現地での聞き取り結果を基に検討を行った。また、今後のキ

ューバ農業の方向性についてバリューチェーンの観点からも検討を加えた。 

 

2. 基礎穀物の生産と消費の動向 

 

2.1 コメ（精米）の生産と消費の動向 

 

(1) 輸入に依存した供給体制 

 表 1 は、1995 年から 2022 年までのキューバにおけるコメの生産面積、生産量（精米）、

輸入量、一人当たり消費量の動向を 5 年ごとにとりまとめたものである。キューバにおけ

るコメの生産面積は 1995-1999 年に年平均 19.3 万 ha となり、1960 年からの過去 60 年間

に亘る統計データを確認するとこの時期が生産面積の拡大期に相当する。直近 3 カ年

（2020-2022）の生産面積は年平均 7.5 万ヘクタール（ha）であり、1995-1999 年との比較

では 1/4 にまで生産面積が減少している。 

一方、生産量は 2000-2004 年に年平均 39.6 万トンとなり、この時期が増産期に相当す

る。この時期の生産面積は 1995-1999 年に比べると若干減少しているが、単収がヘクター

ル当たり 0.4 トン増加しており、これが生産量の増加要因となっている。 

コメの輸入量は 2000 年以降急激に増加し、2009 年までの 10 年間における年平均輸入

量は 55.2 万トンに達している。2010 年以降は輸入量が 47 万トン前後で推移しており、輸

入量が縮小しているようにも見えるが、直近 3 カ年の年平均輸入量は国内におけるコメ生
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産量の 2.7 倍にまで増加している。その結果、国内総消費量に占める輸入割合は過去最も

高い 73%に達し、近年のコメの輸入依存度の高さを物語っている。 

輸入米の 80%(2021)はベトナムからであり、続いてブラジルの 5%、ギニア、ウルグア

イ、アルゼンチンがそれぞれ 2～3%を占めている（https://www.trading map.org、 2022）。

輸入先国の順位は過去 10 年間ほどほとんど変動がないが、最近は品質と味の良さからブ

ラジルやウルグアイからの輸入が増加する傾向にある。 

通常、コメの国際相場では、タイ（バンコク）の 5%砕米（5% broken）や 100% B（砕

米混入率 0%、グレード B）がインディカ米の国際市場価格に用いられる。データは少し古

いが、2017 年のベトナムからキューバへの輸出米の 1 トン当たり FOB 価格は 347 ドルで

ある（https://rebelion.org/autor/pedro-monreal、2018）。これを同年におけるタイの輸出

米グレード B の相場価格である 418 ドル/トン（USDA：Rice outlook、2020）と比べると、

ベトナム産米は 1 トン当たり 71 ドルほど安くなっている。キューバ向けベトナム産米の

品質は、砕米率が 25%に達する下級米が多いためこのような低価格になっている推測され

る。しかし、2021 年におけるベトナム産の砕米率 25%の FOB 価格は 492 ドルまで上昇し

ている（ベトナム食糧協会：VFA,2022）。 

コメの総消費量に対する輸入割合が上昇したことで、自給率は 26.8%（2020-2022 の年

平均）にまで低下している。現在、一人当たりコメの年間消費量は 54.7kg と推計されるが、

これを 2000-2004 年時の年間消費量 84.6kg と比べると 30kg の低下であるほか、2003 年

の 98kg(USDA,PS&D,2022)との比較では 44kg も低下したことになる。長引くキューバ経

済の停滞は、購買力の低下をもたらし、近年の国際市場における穀物価格の高騰に対応で

きない状況を生み出している。コメの国内生産量の拡大がなければ今後、さらなる一人当

たり消費量の低下が懸念されることになる。 

 

1995-1999 2000-2004 2005-2009 2010-2014 2015-2019 2020-2022

　生産面積 (1000ha) 193.2 189.0 155.6 191.8 123.0 75.0

　単    収 (ﾄﾝ/ha) 1.7 2.1 1.9 1.9 2.4 2.3

　生産量 (1000ﾄﾝ) 335.6 396.6 290.6 379.8 289.2 171.3

　輸入量 (1000ﾄﾝ) 367.6 553.0 550.2 472.6 479.2 468.3

　消費量 (1000ﾄﾝ) 703.2 949.6 840.8 852.4 768.4 639.6

　自給率 (%) 47.8 42.3 34.7 44.9 37.7 26.8

　一人・消費量(㎏/人) 64.0 84.5 73.6 73.7 65.9 54.7

資料: USDA: PS&D Online July 2022より溝辺作成

表1　キューバにおけるコメ(精米）の生産と消費動向（各5年間の年平均）

 

 

(2) 生産主体の変化 －減少する国営農場、増加する個人農家－ 

キューバでは、2010-2014 年にかけて、減少傾向にあったコメの生産面積と生産量の面

で、一時的な回復が見られる。これは、2008 年に施行された「政令 259 号」による影響と

思われる。同政令は、新規就農者向けに国営農地の遊休地を貸与する制度である。これに

より、2008 年からわずか 4 年間（2012 年）で約 150 万 ha の遊休農地が 10 年の期限付き

https://www.trading/
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で、個人に貸与されている(2018 年には 20 年に貸与期間を延長)。その結果、コメ生産に

占める個人生産農家（privado）の割合は、2007 年まで 19%に過ぎなかったが、2012 年に

は全体の 60%近くを占めるようになっている（CUBA RURAL,Transformaciones Agrarias, 

Dinamicas Sociales e Inovacion Local, p.13, 2018）。 

その一方で、これまでコメ生産の主体を担っていた国営農場（Estatal）、農業協同組合生

産基礎組織（UBPC）、信用サービス協同組合員農家（CCS）の生産シェアが低下している。

特に、政府から農業融資や農業生産資材の供与を受け入れる組合組織でもありながら、基

本的には個人農家でもある CCS の生産シェアは 2007 年の 53%から 2013 年には 11%にま

で低下している（同上資料）。2018 年時点での生産組織別コメの生産シェアは、新規就農

の個人農家と CCS をあわせた生産者が全体の 52%、続いて UBPC が 30%、国営農場が

17%を占める状況となっている(https://progreso semanal. us/wp-contento/uploads/2020)。 

また、2000-2004 年にヘクタール当たり 2.1 トンまで増加していたコメの単収は、2008

年に 1.8 トン、2009 年に 1.6 トン、2010 年に 1.6 トン、2011 年には 1.7 トンまで低下し

ている（USDA：PS&D Online,2022）。ヘクタール当たり単収が 2 トン台に回復するのは

2015 年以降である。政令 259 号を契機に就農した新規個人農家の多くは、農業技術に関

しては未熟であったことのほか、化成肥料、農薬等の農業生産資材の流通及び投入不足が

コメの全国平均の単収を押し下げるように作用したと考えられる。 

単収を左右する化成肥料（尿素）は、1990 年代初め頃までキューバ国内で年間約 25 万

トン流通していたといわれている。しかし、肥料価格の高騰とキューバの経済状況の悪化

により化成肥料の輸入量は、2017 年には 9.3 万トンにまで減少している。そのうち 98％

は中国からの輸入に依存していたが 2019 年には 144 トンにまで減少している。2019 年以

降、キューバにおける化成肥料の輸入量は年 1.3 万トンに激減し、そのほぼ全量をエジプ

トに依存する状況となっている(https://www.trading map.org,2022)。 

 

(3) コメの備蓄 

キューバにおいては通常各国で見られるコメの期末在庫が存在しない。期末在庫の代わ

りに備蓄米（almacenado）制度があるが、備蓄量は不明である。また、キューバには病院、

学校、政府機関、軍隊に優先的に供給する社会米制度（uso social）や国民向けの配給米制

度（canasta basica）が存在する。これらの制度は、現在の社会体制維持に不可欠な要件と

もいえる。これら制度先へのコメ供給の大部分を担ってきたのが国営農場である。しかし、

近年国営農場の生産シェアが低下している状況では、同制度そのものが今後不安定化する

恐れもある。 

既述したように国内生産量と輸入量の減少は、最終的には一人当たり消費量の低下をも

たらすことになる。一人当たりコメ供給量を増加させるには、生産を増加させるか、人口

を抑制するか、購買力を上昇させるか、あるいはこれらの組み合わせを実現させる必要が

ある。しかし、現在のキューバにおいては、慢性的な経済の停滞による購買力の著しい低

下がこれら問題解決を困難にしている。 

さらに、現地での篤農家（普及協力農家）からの聞き取りでは、近年の天候不順や自然

https://progreso/
https://www.trading/
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災害（洪水、干ばつ）がもたらす生産被害（収穫ロス）もコメ生産量の減少要因として指

摘されており、生産拡大に向けてはネガティブな要因が増しているといえる。 

 

(4) 中南米諸国との比較 

 コメは本来、需要の所得弾力性が小さい食品である。つまり所得の増加につれて消費量

は暫時低減する傾向がある。かつて日本でも昭和 30 年代には、一人当たりコメの年間消

費量は 90～100kg 近くに達していたが、高度経済成長による所得向上につれて、消費量は

減少し、現在では 50kg 前後で推移している。このためコメは経済発展に連れて劣等財

（inferior crop）として位置づけられる場合もあるほか、国際穀物市場では生産量に比べて

貿易量の少なさから「薄い市場（Thin markets）」と呼ばれることもある。 

表 2 は中南米地域におけるコメの主産国上位 10 カ国に関する生産と消費の動向をとり

まとめたものである。中南米におけるコメの一人当たり年間消費量は、所得水準の変化と

深く関わっている。中南米における高所得国グループを形成しているウルグアイとアルゼ

ンチン両国の一人当たり年間消費量は 11～12kg(2017～2021 年)、チリの場合は 15kg で

ある。これら 3 カ国の一人当たり年間コメ消費量は、他の中南米諸国と比べると極端に少

ないが、各国の一人当たり GDP(2017～2021 年の年平均)は、それぞれ 17,000、12,000 ド

ル、15,000 ドル(IFM,2021)と際立って高くなっている。 

中南米最大のコメ生産国であるブラジルの一人当たり年間消費量は、1990 年代に 50kg

であったが、2021 年には 35kg まで減少している。この間のブラジルにおける一人当たり

GDP は、1990 年代の年平均 3,800 ドルから 9,000 ドル(IMF,2021)へと 2.5 倍の上昇であ

る。ブラジルの一人当たりコメ消費量は、高所得グループのアルゼンチン、ウルグアイ、

チリに比べると現在でも 20kg 以上多いが、所得の向上に伴い一人当たりコメ消費量は今

後とも低下する可能性がある。 

一方、ペルーでは一人当たりコメの年間消費量が 76kg、エクアドルは 59kg、ドミニカ

共和国は 56kg、ボリビアは 37kg である。これら各国に共通するのは、一人当たり GDP

がボリビア（3,100 ドル）を除いて 6,000～7,000 ドル（IMF,2021）であり、中南米諸国の

中では中所得グループに属している点である。中南米では、所得の高い国ほど一人当たり

コメの消費量が少なく、所得の低い国ほど消費量が多いといった傾向が見られる。 

キューバと同じカリブ海の島嶼国である隣国ドミニカ共和国は、人口 1,100 万人、一人

当たりコメの消費量が 55kg であり、消費と食文化の面ではキューバと高い類似性を有す

る。しかし、キューバとの違いは、ドミニカ共和国のコメ生産量はこの 20 年間着実に増加

している点である。2017-2021 年現在の年間平均生産量は 62 万トン（精米）であり、キュ

ーバの生産量の 3.6 倍、単収も 3.3 トン/ha であり、キューバの単収を 1 トン上回る。一

人当たり GDP は、キューバの 2 重通貨制度の廃止や自国通貨であるペソ（CUP）の統一

為替レートが切り下げられたことにより、正確な所得の把握が困難なため比較ができない

状況となっている。 

キューバでは、今後しばらくコメの配給を中心とする現行の流通体制が続き、一人当た

り 50kg 前後の年間消費量で推移する可能性が高いと考えられる。しかしながら、その一
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方で、前述したようなコメの所得弾力性の低さや、キューバ政府による社会経済政策の変

更に伴う経済発展の可能性及び国を取り巻く外部条件の変化次第では、中南米の高所得国

グループと同様にコメの一人当たり消費量は減少に転じる可能性もある。 

 
　　表2. コメの生産量、単収、輸出入量、消費量（上位10カ国における各5年間の平均）

2002-2006 2007-2011 2012-2016 2017-2021

生産量 8,064 8,377 8,079 7,794

単収 2.4 3.0 3.7 4.5

輸出量 179 810 793 979

輸入量 819 629 616 698

消費量/人 47.0 47.7 38.9 35.5

生産量 1,492 1,900 2,112 2,243

単収 4.7 5.0 5.3 5.3

輸出量 12 52 66 62

輸入量 66 121 243 297

消費量/人 55.0 67.0 74.0 76.0

生産量 1,620 1,569 1,391 1,821

単収 3.3 3.4 3.1 3.3

輸出量 1 0 1 29

輸入量 88 120 275 147

消費量/人 41.1 37.5 33.3 36.5

生産量 806 919 939 888

単収 2.3 2.5 2.7 2.8

輸出量 68 52 30 30

輸入量 10 11 38 70

消費量/人 56.7 61.9 63.6 59.1

生産量 814 956 954 871

単収 4.8 5.5 5.8 6.0

輸出量 736 882 917 813

輸入量 0 0 0 0

消費量/人 27.0 17.2 15.5 12.2

生産量 669 901 965 827

単収 4.1 4.2 4.3 4.4

輸出量 349 555 436 367

輸入量 11 6 6 7

消費量/人 8.6 8.5 11.5 11.4

生産量 79 198 544 684

単収 2.3 3.2 4.4 4.3

輸出量 41 159 442 679

輸入量 5 3 2 1

消費量/人 7.0 4.3 7.1 6.8

生産量 425 533 537 617

単収 2.9 3.1 3.3 3.3

8. ドミニカ 輸出量 4 5 3 10

　 共和国 輸入量 38 21 19 26

消費量/人 49.4 53.8 54.7 55.9

生産量 247 297 327 380

単収 1.6 1.7 1.9 2.1

輸出量 0 0 0 0

輸入量 14 26 48 18

消費量/人 29.9 34.5 37.6 37.6

生産量 82 79 93 109

単収 3.2 3.4 4.1 4.2

輸出量 0 0 0 2

輸入量 115 124 126 196

消費量/人 12.3 12.6 13.2 15.1

資料：USDA ,PS&D Online, July より溝辺作成

10. チリ

3. コロンビア

4. エクアドル

5. ウルグアイ

1.6

0.0

1.6

3.4

7. パラグアイ

9. ボリビア

6. アルゼンチン

1.8

93.3

44.4

99.2

　　　　　　　　　単位：1,000トン、単収：トン/ha、消費量/人: kg

輸出割合(%)

12.5

2.7

1. ブラジル

2. ペルー

 
＊表に示した 10位のチリはコメの生産量だけ見るとキューバよりも少ないが高所得国におけるコメの消費特性の観点から
同表に記載した。 

 

2.2 トウモロコシの生産動向と関連産業 

  

キューバにおけるトウモロコシの生産量と一人当たり消費量は、主食であるとコメとほ

ぼ同程度である。但し、全消費量の 65～75%は飼料用に消費されている点に特徴がある。
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トウモロコシの生産面積、生産量、単収は、直近の 3 カ年を除けば増加傾向にある。特に

2010-2014 年の年平均生産量は 37 万トンに達したほか輸入量も 86 万トンとなり、国内消

費量は 1990 年代に比べて 4 倍の 122 万トンに増加した。国内における家畜向け飼料需要

の増加が生産量と輸入量の拡大を促した結果である。 

キューバにおけるトウモロコシの単収は 2000 年から直近（2022）まで、ほぼ 2.2 トン

/ha 前後で推移している、これはアメリカの 10 トン/ha と比べると 1/5 程度である。同じ

中南米諸国の単収（2012-2016 の年平均）は、ブラジルが 5.5 トン、アルゼンチン 6.6 ト

ン、メキシコ 3.4 トン、グアテマラ 2.1 トン、ニカラグア 1.4 トン、エルサルバドル 2.9 ト

ン、コスタリカ 2.1 トン(La Cadena de valor del Maiz para Alimentos Animal en Cuba,2017)

である。ブラジル、アルゼンチンなどとの比較では単収に大きな開きがあるものの中米各

国との比較では遜色ない収量水準といえる。 

 

1995-1999 2000－2004 2005－2009 2010－2014 2015－2019 2020－2022

　生産面積 (1000ha) 126.0 130.6 154.0 177.2 150.2 126.3

　単    収 (ﾄﾝ/ha) 1.3 2.5 2.3 2.2 2.3 2.0

　生産量 (1000ﾄﾝ) 173.2 328.0 342.6 378.4 352.6 252.3

　輸入量 (1000ﾄﾝ) 141.0 341.0 680.4 861.2 707.0 564.0

　全消費量 (1000ﾄﾝ) 314.2 656.7 1,020.0 1,220.0 1,091.0 816.7

　　・食用消費量 75.0 250.0 300.0 300.0 246.0 300.0

　　・飼料用消費量 239.2 406.7 720.0 920.0 845.0 516.7

　自給率 (%) 58.7 52.6 33.8 30.9 33.0 31.0

　一人・消費量(㎏/人) 28.6 58.4 89.3 105.6 93.7 69.9

資料: USDA: PS&D Online July 2022より作成

表3.　キューバにおけるトウモロコシの生産と消費動向（各5年間の年平均）

 

 

上述したようにトウモロコシの生産と消費の増加は、飼料用としての用途の拡大である

ため、畜産製品の生産動向と関連づけて検討する必要がある。表 4 に示すようにキューバ

では、トウモロコシの生産と輸入が増加する 2000 年代初頭頃より、それまで皆無であっ

た豚肉生産量が 2006 年から 2015 年にかけて年間 11 万トンにまで一気に増加している。 

またブロイラーも生産量と輸入量の増加が著しい。ブロイラーは、1960 年から 1990 年

代まで 40 年間に亘り、年平均 1.6 万トン程度であったが、2000 年代初めの生産量は 4.2

倍の 7 万トンになっている。また、輸入量の増加も顕著で、2000 年代初頭の 3 万トンから

2012-2016 年には 6.5 倍の年間 20 万トン以上の輸入量となっている。 

なお、直近 3 カ年は、豚肉、ブロイラーともに生産、輸入に関するデータの開示が行わ

れていない。 
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1960-1995 1996－2000 2001－2005 2006－2010 2011－2015 2016－2022

　生産量 (1000ﾄﾝ) 0.0 91.0 91.0 115.6 108.6 0.0

　輸入量 (1000ﾄﾝ) 0.0 7.2 9.6 11.5 6.4 0.0

　消費量 (1000ﾄﾝ) 0.0 98.2 100.6 127.0 117.0 0.0

　自給率 (%) 0.0 92.5 90.4 90.0 94.4 0.0

　一人・消費量(㎏/人) 0.0 8.9 8.9 11.1 9.9 0.0

資料: USDA: PS&D Online July 2022より作成

表4.　キューバにおける豚肉の生産、輸入、自給率の推移（各5年間の平均）

 
 

　　　　表5.　キューバにおけるブロイラーの生産、輸入、自給率の推移（各5年間の平均）

1960-1996 1997－2001 2002－2006 2007－2011 2012－2016 2017－2022

　生産量 (1000ﾄﾝ) 16.3 70.4 33.0 33.8 33.0 0.0

　輸入量 (1000ﾄﾝ) 3.8 34.6 106.0 158.0 204.2 0.0

　消費量 (1000ﾄﾝ) 20.1 105.0 138.6 191.8 237.2 0.0

　自給率 (%) 19.8 68.1 24.0 17.9 14.0 0.0

　一人・消費量(㎏/人) 2.1 9.5 12.2 16.7 20.5 0.0

資料: USDA: PS&D Online July 2022より作成
 

  

家畜用飼料にはトウモロコシだけではなく、家畜の栄養素（タンパク質）となるダイズ

粕が不可欠である。ダイズ粕との組み合わせによって栄養価の高い配合飼料になる。この

ためキューバでは、トウモロコシの増産にあわせるようにダイズ粕の生産が 2000 年以降

顕著な伸びを示している。1990 年代まで 1 万トンに満たなかった生産量が 2000-2004 年

に 8 万トンとなり、2005-2009 年には 10 万トン台に達し大幅な増加となっている。また、

輸入量も 1990 年代後半の 12 万トンから 2010 年以降は 30 万トンを超える状況となって

いる。 

ダイズ粕は、輸入したダイズ原料（粒）をキューバ国内で搾油した残りの絞り粕であり、

ダイズ油の生産過程で発生する副産物である。このためダイズ粕の増産は、食用油である

ダイズ油の生産拡大と連動することになる。キューバ国内のダイズ油は 1990 年代まで

1,000～2,000 トン台であったが、ダイズ粕が増産となった 2000 年以降生産量が 1.8 万ト

ンから 2 万トンの範囲に達している。 

 

1995-1999 2000－2004 2005－2009 2010－2014 2015－2019 2020－2022

　生産量 (1000ﾄﾝ) 8.9 84.2 100.2 90.4 84.2 39.0

　輸入量 (1000ﾄﾝ) 127.7 145.4 236.6 297.4 342.6 257.0

　全消費量 (1000ﾄﾝ) 136.2 228.4 340.8 371.8 436.0 298.3

　  ・食用消費量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

　  ・飼料用消費量 136.2 228.4 340.8 378.1 436.0 298.3

　自給率 (%) 13.2 34.8 29.4 24.8 19.3 11.9

　一人・消費量(㎏/人) 13.5 20.3 29.8 32.2 37.4 25.5

資料: USDA: PS&D Online July 2022より作成

　　　　　　表6.　キューバにおけるダイズ粕の生産と消費動向（各5年間の平均）
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2.3 フリホール豆 

 

 コメとトウモロコシが主要なカロリー供給源とすれば、フリホーレス豆はキューバ国民

にとって、貴重なタンパク質供給源である。このフリホーレス豆の生産量は、2018 年の約

5.4 万 ト ン か ら 年 々 減 少 し 、 2020 年 に は 8,000 ト ン に ま で 低 下 し て い る

(GermanVelozPlacencia 他,2020)。 

フリホーレスの国内需要量は年間 7 万トン（前述資料）と推計されているが、現在の国

内における年間供給量は需要量の 1/10 程度に過ぎない。フリホーレス豆は、元来個人農

家が主体の生産であり、2007 年の生産は個人農家が 46%、CCS が 44%であり両者が全体

の 90%をシェアしている(CUBA RURAL, Transformaciones Agrarias,Dinamicas Sociales e 

Inovacion Local, p.13, 2018)。しかし、2018 年時点では、両者のシェアが 78%まで低下し

ている。一方で、国営農場の生産シェアが 2007 年の 3%から 2018 年には 11%（ONEI、

2019）まで 8%ほど増加している点が大きな変化といえる。 

 キューバにおけるフリホーレス豆の単収は 0.6 トン/ha(2016)である。中南米諸国との比

較では、ブラジルは 0.95 トン/ha、アルゼンチン 1.2 トン/ha、メキシコ 0.7 トン/ha、ニ

カラグア 0.8 トン/ha、コスタリカ 0.7 トン/ha、ドミニカ共和国 0.9 トン/ha、カリブ海諸

国の平均 0.8 トン/ha よりも低い状況となっている（la cadena valor de frijol comun en 

Cuba、2020, http://arsftfbean, uprm.edu）。 

 キューバ農業省（MINAG）では、このような低い単収の要因としては、最近数年間の総

作付面積 2.3 万 ha に対して、必要な化成肥料が 8％、農薬が 16%しか施用できなかった点

を指摘している(GermanVelozPlacencia 他,2020)。国際市場での化成肥料や農薬など農業

投入資機材の購買力の低下がキューバの畑作物生産にも大きな影響を及ぼしている。 

 

 

3. キューバにおけるフードバリューチェーン（FVC）形成の可能性と課題 

 

3.1 アグロインダストリーを起点とする FVC の形成と農業部門間連携の強化 

 

経済停滞が続くキューバにおいては、一般国民（消費者）のエンゲル係数はかなり大き

な割合に達していると思われる。主食であるコメの長期に亘る生産低下が今後も続き、さ

らに政府による現行の買い上げ制度や備蓄及び配給制度がうまく機能しなくなった場合、

食料品価格全般の高騰につながる恐れがある。このような事態は、労働者の賃金上昇を招

き、数少ない輸出産業の競争力を低下させることになる。このような状況を避けるためキ

ューバ政府は生産者価格を低く抑えようとする政策をとる可能性が高い。これは同時に生

産者の増産意欲を奪い、コメだけではなく農業生産全般のさらなる停滞を招き、それが経

済の停滞を助長するといった悪循環につながる可能性がある。 

キューバの場合、コメに代表される基礎穀物の生産と消費は、食糧問題の観点からだけ

ではなく、経済的さらには政治的、社会的な要因が複雑に絡み合いながら、その解決を一

層困難にしているようにも見える。このような時にこそ、キューバにおける主要産業であ

http://arsftfbean/
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る農業部門間の連携を強化し、「農と食」を中心とする産業化の推進を進める必要がある。 

「範囲の経済(economy of scope)」を考えた場合、コメ、トウモロコシ、フリホーレス豆

さらにはサトウキビと言ったような特定の作物をとりあげて、その生産性の向上に注力す

るよりも、付加価値の連鎖を発生させ、フードバリューチェーン（FVC）の形成につなが

る「農＋食＋観光」に軸足を置いた農業関連産業の育成と強化を図る方が、現在のキュー

バにおける地域農業開発アプローチとしては実際的であり、開発モデルとしての効果が高

いと考えられる。そして、その支援すべき分野としては、アグロインダストリーにつなが

る食品産業に大きなポテンシャルとフロンティアがあると考える。 

アグロインダストリーは、農業関連産業といわれるように、広義には農業を中心にその

前方と後方に連関する産業である。前方産業には農作物を原料とする第１次産業と作物生

産に必要な種子、肥料、農薬、農業機械・機器、設備を提供する産業分野が連なっている。

後方産業には第１次産業である農業部門から原料を受け入れる 1.5 次的な農産加工産業分

野が連なっている。さらに、これら産業分野の取引過程に流通業、運輸業、卸・小売りな

どの第３次産業が関与することになる。 

このようにしてみると、後方産業は前方産業よりも関連する産業や業種の裾野の広がり

が大きいといえる。このような前方産業と後方産業の連携強化を促すための枠組みが「ア

グリ・フードバリューチェーン（FVC）」の基本的な考え方である。 

 

3.2 農牧公社主導型のアグリ・フードバリューチェーン（FVC）の支援 

 

 FVC では、1 種類の原料作物から複数の加工製品が生産されるほか、そこから副産物の

生産につながり、それがさらに付加価値の連鎖を発生させることになる。また、このよう

な FVC の形成には、その牽引役となるアンカー企業（産業）が必要になる。ここでは、

Ceballos 農業公社における野菜と果実のアグロインダストリーを核とする FVC 形成上の

可能性と課題について検討を行う。 

Ceballos 農業公社によるこれまでの事業活動の実績として、以下の点が指摘できる。 

 

1) Ceballos 農業公社は、これまで独自の海外向け輸出販路と輸出実績を有する。また、国

内の一般市場向け加工製品の出荷と観光業（ホテル、レストラン等）向け野菜、果実、

穀物などの食材の提供、販売による外貨の獲得に貢献している。 

2) 同農業公社では直営農場から原料の供給のほか、対象地域における農家からも加工原

料の購入を行っている。アグロインダストリーの展開は、野菜、果実の農家側から見る

と安定的な市場でもある。つまり農家にとっては、新たな市場先の確保でもある。 

3) 一方、Ceballos 農業公社を筆頭にして、その傘下にある公社群をあわせた 3,284 名に及

ぶ雇用は地方での雇用促進を通じて、所得の増大に寄与している。これまで同農業公社

の事業は地域経済へ大きなインパクトをもたらしているといえる。 

4) 農業公社の事業範囲は、野菜、果実、穀物さらにはこれらを原料とした加工施設やロジ

スティクッスの運営全般に及び多様な事業ドメイン（範囲）を有している。 
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上述した農牧公社のこれまでの事業実績は、今後 FVC 形成を進める上でのモデル事業

としての役割が期待できる。短期的な視点からは、これまで実績のあるアグロインダスト

リー部門に対する投資支援を通じた FVC を検討する必要性が指摘できる。 

野菜と果実それぞれの FVC の形成による関連産業の発生と連携を整理すると表 7 のよ

うになる。地元の特産品であるハバネロやトマトを中心とする野菜の FVC は、一次産業分

野である農業、二次産業としては加工産業（加工場、加工機器）、冷凍業、缶詰業等の 1.5

次的な産業の形成が想定される。また、三次産業として前方産業である野菜種子、肥料、

農薬、農業機械のほか、流通、輸送に関する関連産業の創出と活性化が期待される。 

果実においてもジュースや果肉缶詰など多種類の最終製品の生産がおこなわれることに

なるほか、野菜の FVC と同様に関連産業（業界）の参入が期待できる。 

このように FVC の対象作物と最終製品の選定に当たっては、対象地域に生産ポテンシ

ャルがあり、競争力を高めやすいことと、付加価値創出力および雇用創出力のあることが

欠かせない条件になる。これによって、野菜と果実の生産農家は、単にアグロインダスト

リーの振興を通じた農作物の過剰生産時の一時避難対策にとどまらず、新たな市場の確保

による農業生産の安定化と収益性の向上が実現することになる。 
 

表 7. 野菜・果実 FVC の産業構成 

FVC 
関連産業（業界） 

農作物 最終製品 
一次産業 二次産業 三次産業 

 
 

野 菜 

農業（野菜生

産） 

加工産業 

冷凍食品業 

缶詰業 

生産資材、貯

蔵、流通・運送

業(鉄道・トラ

ック) 

・トマト 

・ハバネロ 

・ピューレ 

・生鮮トマト 

・生鮮ハバネロ 

 
 

果 実 

果樹、永年性

工芸作物 

加工産業 

冷凍食品業 

缶詰業 

生産資材、 

貯蔵、運送業、

流通業 

・マンゴー 

・パイナップル 

・グアヤバ 

・パパイア 

・ジュース (果

汁) 

・果肉缶詰 

・シロップ 

・スライス 

資料：JICA キューバ事務所「農業バリューチェーン強化のための普及体制強化プロジェクト  取組み・狙い」,2022

を参考に作成 

 

3.3 FVC（食品加工産業）モデル構築の必要性と課題 

 

Ceballos 農業公社のアグロインダストリー製品は、国内向けにはその知名度（ブランド

力）を活かして、前述したように今後とも「アグリ＋フード＋観光」の視点からの取り組

みが有効である。しかし、国内市場においてその知名度は高くとも、海外においては

Ceballos 製品のブランド力と競争力（価格、品質）は未知数である。さらに、下記のよう

な課題も想定される。 

 

1） Ceballos 農業公社による加工製品の主要輸出先国であるオランダやフランスにおい 
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ては、価格と品質面での競争に直面していると考えた方が良い。また、同加工工場

における加工用機材の老朽化、replacement、repair 用スペアーパーツの調達、加工

原料の安定供給（確保）、加工製品だけではなく原料になる野菜、果実の品質維持

などの面で危機感があると思われる。 

2) 現在全国には 60 の農業公社があり公社間での生産面での競合が発生している。こ

の競合問題については、製品の棲み分け生産が不可欠である。このためには国内で

の需要動向と輸出先国でのキューバ製品の消費性向の把握が必要であり、これらの

データを基にして、キューバ農業公社（GAG）による説得力を持った各公社間の

調整が必要になる。 

3) 農業公社主導による FVC の推進に当たっては、キューバ国内の市場の狭小さを踏

まえると、国内向けであっても最初から輸出向け加工製品の生産を指向した取り組

みが望まれる。それにより価格と品質の面からの競争力が強化されることになる。

Ceballos 農業公社に対する FVC の形成には競争力強化の視点が重要な課題と言え

る。 

 

このような点を踏まえて、Ceballos 農業公社製品の競争力強化を骨子とした FVC 形成

に向けた「プロトタイプ・モデル」として検討すること必要である。また、他県（他地

域）にプロトタイプ・モデルの普及を図るために、ネットワーキングシステムの構築もあ

わせて検討が求められることになる。 

競争力強化を主眼とするプロトタイプ・モデルの構築に当たっては、Ceballos 農業公社

に対する具体的な投資内容を検討することが、実効性のある素早い支援につながる。この

際、農業投資支援に向けての課題としては、以下の点が指摘される。 

 

1)  キューバの現在の経済状況からは、投下資本の生産性（資本限界係数）が低下して

いることが予想される。この場合、投資成果が上がりづらくなることを認識する必

要がある。このため Ceballos 農業公社の年間売上高とコストベネフィット(B/C)の

実態把握が投資支援に向けての必要条件となる。  

2) Ceballos 農業公社の製品は、製品の加工度を上げるほど競争力が低下している可能

性もある。現在の輸出額がどの程度か分からないが、キューバでは、低い労賃を背

景に加工原料に競争力があっても各種の取引費用（加工製品用の包装、パッケージ

機器、ラベル、各種認証費用等）の発生や輸送費が製品段階での競争力を阻害して

いる可能性に注意する必要がある（何が競争力を阻害しているのかの明確化）。 

3) 各農業公社が投資を行う上での投資決定要素や投資評価手法を把握する必要があ

る。国際的には、内部収益率（IRR）、現在価値法（NPV）、回収期間法などが主

として分析手法に用いられるが、キューバにおいてはこのような投資評価システム

があるのか不明である。投資決定要素が国際スタンダードでなければ将来的に海外

直接投資が回避される恐れもある。 
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キューバ農業公社（GAG）は、国内に分布する 60 以上の農業公社をとりまとめ、それ

らを指導する中核的な組織である。このため GAG が農業投資の受け皿となり投資予算の

配分を決定する機能を有する「投資財団」として、上述した課題解決を図りながら、

FVC 形成を牽引する役割が期待される。 

 

3.4 中長期的な視点からの FVC 形成に向けた視点 

 

本報告書の第 2 章でも述べたようにキューバでは、家畜飼料用のトウモロコシの生産

が増加している。中長期的な視点からは、付加価値形成力があり、経済的インパクトの大

きなトウモロコシを中心とする配合飼料の FVC 形成を戦略的に取り組むことで、国家経

済に大きなインパクトをもたらすことが期待される。 

キューバにおいて 2020 年の農畜産物輸入額で最も大きなシェアを占めているのは、畜

産製品（畜肉、乳製品、内蔵物）の 3 億 9,400 万ドルである。また、トウモロコシの輸入

額は全体の 3 位で、1 億 3,500 万ドルである(oec.world/es profile/country/cub.)。これは

コメの輸入額を 2 倍近く上回っている。トウモロコシの輸入額が大きいのは、畜産物の

生産と連携して高い付加価値形成力を有していることがその背景にあると思われる。 

この配合飼料の FVC を横軸から検討したものが表 8 である。また、縦軸から FVC の

流れを示すと図 1 のようになる。配合飼料 FVC では、第一次産業において農家が生産す

るトウモロコシとダイズから、加工用のダイズ油とその副産物である配合飼料を生産し、

さらにそこを起点に農業関連産業（肥料、農薬、運輸業、流通業等）がその取引過程に関

与することで、裾野産業の発展につながることになる。配合飼料 FVC の形成によって、

関連産業（業界）間に垂直的な連携が生まれるとともに、そこには多様な雇用機会が発生

することが期待できる。 

 

表 8. 配合飼料 FVC の産業構成 

FVC 
関連産業（業界） 投入物 

（農作物） 
中間製品 

 

最終製品 一次産業 二次産業 三次産業 

 

 

配合飼料 

農業 

(穀物) 

 

畜産業 

ダイズ油業 

ダイズ粕業 

配合飼料業 

食肉製品業 

乳製品業 

生産資材、 

貯蔵、流通・

運送業 (鉄

道 , トラッ

ク)、小売業 

トウモロコシ 

ダイズ 

ソルガム 

キャッサバ 

・ダイズ油 

・ダイズ粕 

・配合飼料 

・配合飼料 

・鶏肉製品 

・豚肉製品 

・牛肉製品 

・乳製品 

資料：溝辺作成、2022 
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ダイズ(粒）

ダイズ加工

原料段階 トウモロコシ

種子等

ダイズ油 ダイズ粕

国内 輸出輸出 配合飼料

加工段階

乳牛 肉牛

ブロイラー ミルク

養鶏
養豚

牛肉
牛皮

皮革

内臓肉
加工
製品

副産物

採卵養鶏

関連
食品

副産物

豚肉

副産物鶏肉
ヨーグルト 粉ミルク

チーズ

バター

肥料、農薬、機械等の農
業関連産業（前方産業）

後方産業

 

      図 1 配合飼料（トウモロコシ＋ダイズ＋ダイズ粕）の FVC 流れ図 

      資料：溝辺作成、2022 

 

キューバにおける配合飼料 FVC 形成の課題は、これまで国内で生産実績が少ないダイ

ズ生産への対応である。良質な配合飼料の供給には、高タンパク質を含むダイズ粕との連

携が不可欠である。中長期的にはこの分野で実績があり、畜産加工業を目指す Caonao 農

牧公社と Sur de Jibaro 農牧公社への投資支援が検討される。最終的には、所得弾力性が

高く、付加価値形成力のある食肉や乳製品加工分野への投資拡大による事業化に向けた支

援が必要となる。 

このため同分野への投資は産業クラスター（産業集積化）の発想で捉える必要がある。

配合飼料をベースとした関連産業の集積化は、雇用や輸出拡大による外貨獲得に貢献する

ポテンシャルが大きい。今後キューバにおいては、配合飼料のような産業集積力の高い作

物を起点にして、輸出競争力のある産業の育成が経済発展上の課題になる。 

 

4. おわりに 

 

(1) 基礎穀物のための農業普及システム強化プロジェクトの課題 

 本プロジェクトでは、キューバにおける基礎穀物であるコメ、トウモロコシ、フリホー

レス豆の生産拡大に向けた農業技術普及体制を 5 年間かけて策定した。本プロジェクト

によって、国内の基礎穀物の試験研究を担うⅡGranos 地方試験場と潜在的な農業技術普

及員を抱える穀物公社（約 40 公社）との間の連携が確立された。さらに、個人農家であ

る普及協力農家（471 名の篤農家）と農業公社の連携体制の確率によって、これまでキュ

ーバになかった農業技術普及システムが構築された。 

本プロジェクトで選定された「普及協力農家」の基礎穀物の潜在的な単収（potencial 

de rendimiento）は、上位の農家層でコメ（籾）の場合 7～10 トン/ha、トウモロコシ 3

～6 トン/ha、フリホーレス豆 3～4 トン/ha を記録している（Monitoring Sheet 
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Summary, 2022, 添付資料 10）。コメの場合この単収を精米換算すると約 4.2～6.5 トン

/ha になり、直近 3 年間（2020-2022）の年平均単収 2.3 トン/ha を大きく上回ることに

なる。今後は、高い単収を維持している普及協力農家から一般個人農家への技術普及シス

テムが効率よく機能することが課題となる。 

その一方で、キューバにおける基礎穀物の生産と消費は、本報告書の第 2 章でも述べ

たように、本プロジェクト実施の 5 年間だけでも大きく変容している。激しく変動する

生産と消費動向の中で、将来的にキューバでは、コメの一人当たり消費量はどの程度が適

正でなのか。過去の社会経済と消費動向の変化を踏まえて、今後どのような作物の需要が

高まっていくのか。この部分の分析は、農業技術の内容を検討する上での重要な視点とな

る。また、基礎穀物の生産と価格は表裏一体のものである。穀物の生産は天候異変や技術

革新により変化する面が大きいが、価格の変化に影響されるところも大きい。特に国際市

場における穀物の多くは、現在コモディティ化しており、生産動向は国際市場価格に左右

される状況となっている。 

このためキューバと言えども国際市場価格の動向を無視した生産（供給）計画の策定は

現在の同国の経済状況からは困難である。今回構築された農業普及システムを推進するに

は、上述した視点を踏まえた取り組みが重要であることを今後の課題として指摘しておき

たい。 

 

(2) FVC 形成に向けての留意点 

第 3 章で述べた FVC の形成は、キューバでは食用向けコメ主体の農業生産からアグリ

ビジネスの振興とそのための農業パラダイムの転換の必要性を踏まえて検討したものであ

る。但し、FVC 形成上において留意すべき点は、加工用原料の生産農家がアグロインダス

トリー企業に対して対等な交渉力を発揮できるようにすることである。 

農産加工企業は、企業側に有利な条件の生産者（低価格で加工原料を提供する農家）が

見つかれば生産農家の乗り換えを簡単に行う。流通や価格形成に農家が自ら対応できるシ

ステムがなければ、FVC において農家は常に受け身の姿勢になる。このことは、加工原料

の生産を担う農家の利益が相対的に見て低いことを意味する。これを回避するには、農家

による自主的な組織化や協同組合が必要となる。 

 キューバの場合は、農業公社が FVC を主導することで、この問題は容易に回避される可

能性が高い。この点は、現地農家での聞き取りによる農業公社との連携の深さからも理解

できる。また、JICA キューバ事務所の資料にも記載されていたように、利益面だけではな

く、社会的公正（低所得者層）の実現を目指す農業公社の理念と実績は FVC の形成に貢献

すると考えられる。但し、この場合でも国際競争力の付与を常に念頭に置きながら GFVC

（グローバルフード・バリューチェーン）に対応した農業イノベーションへの取り組みが

求められる。 

 以上 



別添 1．現地調査日程 

月日 曜日 作業内容 

6/26 日 ⚫ ハバナ到着［野口、八木］

6/27 月 ⚫ JICAキューバ事務所との打ち合わせ

⚫ GAGへのインタビュー

⚫ IIGRANOSへのインタビュー

⚫ JICA専門家へのインタビュー

6/28 火 ⚫ IIGRANOSへのインタビュー

6/29 水 ⚫ Sancti Spíritusへの移動

⚫ ETIG Sancti Spíritus県南部地域担当普及員へのインタビュー

⚫ EAIG Sur de Jíbaro普及員へのインタビュー

⚫ 協力普及農家へのインタビュー

6/30 木 ⚫ ETIG Sancti Spíritus県北部地域担当普及員へのインタビュー

⚫ EAIG Valle de Caonao普及員へのインタビュー

⚫ 協力普及農家へのインタビュー、圃場観察

7/1 金 ⚫ Ciego de Avillaへの移動

⚫ ETIG Ciego de Avilla県担当普及員へのインタビュー

⚫ EAIG Arnaldo Ramirez普及員へのインタビュー

⚫ 協力普及農家へのインタビュー

7/2 土 ⚫ ハバナへの移動

⚫ 評価レポート案作成

7/3 日 ⚫ ハバナ到着［大島、溝辺、市川］

⚫ 調査団内打合せ

⚫ 評価レポート案作成

7/4 月 ⚫ JICAキューバ事務所との打ち合わせ

⚫ 農業省へのヒアリング

⚫ SEGRANOSプレスカンファレンスへの参加

⚫ JICA専門家へのインタビュー

7/5 火 ⚫ Piñar de Rioへの移動

⚫ ETIG Piñar de Rio県担当普及員へのインタビュー

⚫ 普及協力農家へのインタビュー

⚫ IIGRANOSへのインタビュー、供与機材観察

⚫ ハバナへの移動

7/6 水 ⚫ IIGRANOSへのインタビュー

⚫ 評価レポート案作成

7/7 木 ⚫ 合同評価調査チーム内評価レポート案読み合わせ

7/8 金 ⚫ 合同調整委員会（JCC）参加、ミニッツ署名

⚫ ハバナ出発［野口］

7/9 土 ⚫ 別業務への従事［大島、溝辺、市川、八木］ 



MINUTES OF MEETINGS 

BETWEEN 

THE MINISTRY OF AGRICULTURE AND THE MINISTRY OF FOREIGN 

TRADE AND INVESTMENT OF THE REPUBLIC OF CUBA 

AND 

JAPAN INTERNATIONAL COOPERATION AGENCY 

ON THE TERMINAL EVALUATION ON 

THE PROJECT ON IMPROVEMENT OF AGRICULTURAL SYSTEM FOR 

GRAIN PRODUCTION IN CUBA 

Japan International Cooperation Agency (hereinafter referred to as 

"JICA") conducted the terminal evaluation survey on the Project on Improvement 

of Agricultural Extension System fo「 Grain Production in Cuba (hereinafte「

referred to as "the Project") in the Republic of Cuba (hereinafter referred to as 

℃uba") from 26th June to 8th July 2022 for the purpose of evaluating the 

progress and achievements of the Project. 

After review and analysis of the activities and achievements of the Project 

and consultation with the Ministry of Agriculture (he「einafter refer「ed to as 

"MINAG") and the Ministry of Foreign Trade and Investment (hereinafter referred 
to as "MINCEX") and, the JICA Terminal Evaluation Team complied the Terminal 
Evaluation Report as attached. 
Done in duplicate in English and Spanish languages, both are equally authentic. 

In case of any divergence of interpretation, the English text will prevail. 

万

ご二二三へ
OHSHIMA Ayumu 

Deputy Directo「 General,

Economic Development Department, 

Japan International Cooperation 

Agency (JICA) 

Directo., 

Departm勺 °fCommerciaI Policy in 
charge of¥\sian and Oceanian Affairs
Minfstry of Foreign Trade and 
Investment (MINCEX) 
Republic of Cuba 

Habana, 8th July, 2022

:ロ-＝

Frank Castaneda Santalla 

President, 

Ag「icultural Business G「oup

Ministry of Agriculture (MINAG) 

Republic of Cuba 





































































































MINUTA DE REUNIONES 
ENTRE 

EL MINISTERIO DE AGRICULTURA Y EL MINISTERIO DE COMERCIO 
EXTERIOR E INVERSION DE LA REPUBLICA DE CUBA 

Y 
LA AG ENC IA DE COOPERACION INTERNACIONAL DE JAPON 

SOBRE LA EVALUACION FINAL DEL 
EL PROYECTO DE MEJORAMIENTO DEL SISTEMA DE EXTENSION 

AGRICOLA PARA LA PRODUCCION DE GRANOS EN CUBA 

La Agencia de Cooperaci6n Internacional del Jap6n (en adelante "JICA") 
realiz6 la encuesta de evaluaci6n final del Proyecto de Mejoramiento del Sistema 
de Extension Agricola para la Producci6n de Granos en Cuba (en adelante "el 
Proyecto") en la Republica de Cuba (en adelante "Cuba") del 26 de junio al 8 de 
julio de 2022 con el prop6sito de evaluar el progreso y los logros del Proyecto. 
Tras la revision y el analisis de las actividades y los logros del Proyecto y la 
consulta con el Ministerio de Agricultura (en adelante "MINAG") y el Ministerio de 
Comercio Exterior e Inversion (en adelante "MINCEX") el Equipo de Evaluaci6n 
Final de JICA elabor6 el lnforme de Evaluaci6n Final que se adjunta. 

Ambas partes intercambiaron sus puntos de vista segun el documento 
adjunto. 
Hecho por duplicado en los idiomas ingles y espaiiol, ambos son igualmente 
autenticos. En caso de cualquier divergencia de interpretaci6n, prevalecera el 
texto en ingles. 

La Habana, 8 de julio de 2022 

ニー／三ーニロ□
三

OHSHIMA Ayumu 

Director General Adjunta, 
Departamento de Desarrollo 
Econ6mico, Agencia de Cooperaci6n 
Internacional de Jap6n (JICA) 

ez Sampe 

e Polftica Comercial con Asia 
y Oceanfa 
Ministerio del Comercio Exterior y la 
Inversion Extranjera (MINCEX) 
Republica de Cuba 

Frank Castaneda Santalla 

Presidente 
Grupo Empresarial Agrfcola 
Ministerio de la Agricultura (MINAG) 
Republica de Cuba 





































































































別添 4 PDM ver.5 

Project Design Matrix (version5) 

2022年 1月 28日 

プロジェクト名 :   キューバ国基礎穀物生産のための農業普及システム強化プロジェクト 

実施機関 :  農業省 農業公社グループ（Grupo Empresarial Agricola）穀物研究所（IIGranos） 

期間 :  2017年 1月～2022年 7月 

対象地域 :  8県（ピナール・デル・リオ県、マタンサス県、シエンフエゴス県、ビジャクララ県、サンクティ・スピリトゥス県、シエゴデアビラ県、カマグエ

イ県、グランマ県）および青年の島特別自治区 

※ 波及展開地域：アルテミサ県、マヤベケ県、オルギン県、ラストゥナス県、サンチャゴデキューバ県、グアンタナモ県 

ターゲットグループ :  （直接受益者）IIGranos普及部（本部・県普及員）（40名）、普及協力農家（300名）、県・郡公社普及員（70名） 

 （間接受益者）対象地域のコメ・穀物栽培農家 

 

要約 評価の指標 指標の入手手段 外部条件 

上位目標： 

コメ・穀物栽培農家に対す

る農業普及サービスが改善

される。 

1.農家の満足度（サンプル農家への質問票調査結果のうち、

満足・大変満足の割合が 8割以上） 

2.普及員の人事考課結果（80%以上の ETIG普及員が、構築

した普及員人事考課制度において「最優秀」或いは「優秀」

を取得） 

IIGranos、公社からの情報 

ETIG及び普及協力農家の記録 

 

プロジェクト目標： 

コメ・穀物生産農家に対す

る農業普及体制*が強化され

る。 
 

1.農業普及にかかる指針、方針、普及活動計画等が継続的に

活用されている 

2.構築された普及人材育成の仕組みに準じた人材育成研修の

実施数・頻度（年間 3回種以上） 

IIGranos、公社からの情報  普及人員が極端に減少しない。 

農業普及にかかる既存農業組織体制に、大幅な変

更がない。 

成果 

1. IIGranos職員、ETIGの普

及員、公社普及員、並び

に普及協力農家の農業普

及企画・管理能力と普及

実施能力が強化される。 

1-1.本邦研修を受講・修了した参加者数 

1-2. IIGranos（本部・ETIG）において農業普及の実施にかか

る指針、農業普及活動計画が作成・実施され、PDCAサ

イクルにのって見直される。 

1-4.対象県毎に構築された普及実施体制と同体制下で実施され

た活動と成果の好事例（各県 3事例以上） 

1-5.IIGranosと協力同意書を交わした普及協力農家の数・デー

タベース（300以上） 

1-6.目的別デモ圃場の数・リスト及び活動成果の好事例（各県

3事例以上） 

1-7.農業普及・試験研究の連携が体系化される 

1-8. 他農業系研究機関との連携試行の実績（3事例以上） 

活動計画、研修の参加者リスト、活動

のモニタリング結果 
 



1-9. 普及員の人事考課結果 

2. 農業普及実施のためのツ

ール・教材が整備され

る。 

2-1.普及マニュアルおよびその他普及教材が新規作成・改訂

される（IIGranos本部及び各試験場にて年間各 5種以

上） 

2-2.供与されたツール（車輌・研修関連機材等）が農業普及

強化にかかる関係部局に適宜配置され、農業普及活動に

活用されている 

改訂された普及マニュアルの数 

研修の参加者リスト 

 

3. 普及人材育成の仕組みが

作成・実証される。 

3-1.構築された普及人材育成の研修体系 

3-2.作成された普及人材育成にかかる教材 

3-3.作成された普及人材育成の中長期計画 

3-4.教育・訓練を受けた普及関係者の数（120名） 

3-5.構築された普及人材の評価システム 

構築された普及人材の研修体系教育、

訓練を受けた普及員の数 
 

活動 投入 外部条件 

1-1農業普及にかかる現状・ニーズ、優先事項を特定する。 

1-2 IIGranos（含む ETIG）の普及関係者および公社の普及関係者、また普及協力農家向けに

本邦研修を実施し、アクションプランを作成・実施する。 

1-3アクションプラン等を踏まえて、PDCA（Plan・Do・Check・Action）サイクルにそって

農業普及の実施にかかる指針、農業普及活動計画を作成・実施する。 

1-4 対象県毎に普及実施体制を構築し、活動を実施する。 

1-5 普及協力農家を任命し、普及活動にかかるネットワークを構築する。 

1-6 農業普及活動と試験研究の連携を強化する。（含む第三国研究機関との技術交換） 

1-7 他農業系研究所と連携可能性・方策について協議・検討・試行する。 

1-8 普及活動のモニタリング・評価体制を強化する。 

キューバ側 

1) カウンターパート（C/P） 

2) 執務室 

3) ローカルコスト 

4) プロジェクトにより導入される資

機材の燃料・部品等 

5) プロジェクトにより導入される資

機材の、港湾および空港における

輸入手続きおよび引き取り 

 

日本側 

1) 専門家：チーフアドバイザー、農

業普及システム、研修管理、教材作

成、農業機械、業務調整/モニタリン

グなど 

2) 本邦研修（約 15名/年×4年） 

3) 資機材： 

IIGranos（含む ETIG）での実証圃場

用機材および普及活動用機材 

・資機材の調達に大幅な遅延が生じない。 

 

 

 

  

2-1 対象地域にあった普及手法・必要なツールを検討・整備する。 

2-2 既存普及マニュアル・教材・その他資料について、必要に応じ、改訂を行う。 

2-3必要な普及マニュアル・教材・ツール等を作成・配布する。 

2-4 IIGranos において、デモンストレーション圃場を含む普及に要する条件（資機材）を整

備する。 

前提条件 

農業普及を奨励する政府の政策が継続する。 

3-1 既存の普及人材育成の現状を確認、課題等を特定する。 

3-2 普及人材育成の研修・認定システム（案）を検討する。 

3-3 ETIG普及員向けの普及人材育成の研修・認定システム（案）を試行し、適宜改訂する。 

3-4 穀物公社普及人材向けの普及人材育成の研修（案）を試行し、適宜改訂する。 

 

【懸念事項とその対処】 

・特になし。 

* 本 PDMにおける「農業普及体制」とは、戦略・計画立案・運営管理・実施・モニタリング・評価を体系的に行う体制を示す 



別添 ５ List of the Interviewees 

 

 Name Organization Function 

1. 1 Juan J. León Vega MINAG Official  

2.  Nadia E. Blanco MINAG Specialist, Dpto. of International Relations 

and Colaboration, Direction of 

International Affairs 

3.  Juan Alberto Bofill Planas GAG Chief of Development Group, Direction of 

Development and Business 

4.  Telce Abdel González Morera GAG Vice-president 

5.  Orlando L. Linares Morell GAG Director of Rice Technology Division 

6.  Randy García Massón GAG Director of Business and Development 

7.  Yoel Ribet Molleda GAG Head of the Grain Technology Division 

8.  Yusley Contreras Pérez IIGRANOS Deputy Director 

9.  Yudit Pelegrín Martínez IIGRANOS Director General 

10.  Daysbel Toledo Díaz IIGRANOS Director of Investigation 

11.  Ibrahim Cantillo Pérez SEGRANOS Project Coordinator 

12.  Yeandy Graveran Valdes SEGRANOS Vice coordinator 

13.  Mailin Salgado Rodríguez SEGRANOS Training 

14.  Julia Emilia Pérez Fonseca SEGRANOS Agriculture extension 

15.  Nathali Abrahan Ferro SEGRANOS Training 

16.  Gerardo Pérez Regueiro SEGRANOS Monitoring 

17.  Dairy Medina Valdés SEGRANOS Monitoring 

18.  Raudel Viera Morales SEGRANOS Material design 

19.  Raico Milián Leyva SEGRANOS Agriculture machinery 

20.  Izumi Okata SEGRANOS Agriculture Extension System (planning & 

management), Team leader 

21.  Masafumi Ikeno SEGRANOS Capacity development, Sub-team leader 

22.  Tomonori Yoshino SEGRANOS Agriculture Extension System 

(Implementation) 

23.  Pedro Meneses D ETIG Sur del Jíbaro Director 

24.  Alexander Hernández ETIG Sur del Jíbaro Extension Officer 

25.  Yuneisy Montejo González ETIG Sur del Jíbaro Extension Officer 

26.  Fernando Rodríguez Plasencia EAIG Valle de Caonao Farmer Extensionist 

27.  Osbel Rodríguez González EAIG Valle de Caonao Technical Staff 

28.  Roilet Brito Morales EAIG Valle de Caonao Technical Staff 



29.  Agustín Alfonso A UEB Semillas de Sancti Spiritus Technical Staff 

30.  Daniel Pimienta Acosta UEB Semillas de Sancti Spiritus Technical Staff 

31.  Pablo Smith Fumero Leiva CCS Rene Rodriguez Barrera Farmer Extensionist 

32.  Jorge García de la Osa ETIG Sur del Jíbaro Investigator 

33.  Yuneisy Montejo González ETIG Sur del Jíbaro Extension Officer 

34. 3 Arlex Garcia Pérez EAIG Sur del Jíbaro Technical Staff 

35. 4 Minervino Cubilla Boldorni EAIG Sur del Jíbaro Technical Staff 

36. 9 Osdanis Reina Marin EAIG Sur del Jíbaro Technical Staff 

37.  Juan Nazco Montagne EAIG Sur del Jíbaro Technical Staff (Various Products) 

38.  Luis M Viciado Beltran EAIG Sur del Jíbaro Technical Staff (Mechanization) 

39.  Mayelín García Castillo  UBPC Sur del Jíbaro Coordinator of  Zone 2 

40.  Maikel Norat Parra UEB Combinado  Technical Staff (Various Products) 

41.  José Manuel Martin ETIG Sur del Jíbaro Extension Officer 

42.  Wilfredo Menendez   ETIG Sur del Jíbaro Extension Officer 

43.  Jorge Llano  EAIG A. Ramirez General Manager 

44.  Rolando Alvarez EAIG A. Ramirez Technical Staff (Various Products) 

45.  Silvio Madrigal Vega EAIG A. Ramirez Technical Staff (Various Products) 

46.  Francisco Pérez C.  EAIG A. Ramirez Director de Various Products 

47.  Lázaro Castro Gonzalez CCS Lino Alvarez Farmer Extensionist 

48.  Antonio Pupo Perez CCS Lino Alvarez Farmer Extensionist 

49.  Armando Perez CCS Rescate de Sanguily Farmer Extensionist 

50.  Adalberto Alfonso  CCS Antero Regalado Farmer Extensionist 

51.  Milexis Soto Hernandez  UBPC La 27 Farmer Extensionist 

52.  Yobani Medina UBPC Farmer Extensionist 

53.  Tatsuhiko Mitamura JICA Cuba Resident Representative 

54.  Yuki Ohashi JICA Cuba Project Formulation Advisor 
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